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論文内容の要旨

トガリネズ ミ科は,ユ ーラシア大 陸,北 米大 陸,ア フ リカ大陸 な どに分布す る地

上性小型哺乳類で,23属312種 か ら構成 され る多様性 に富 んだ一群である.こ の うち,

東 洋 区 には10属51種 が分布 す る.こ れ らの東洋区産 トガ リネズ ミ科の中で もジネズ

ミ属(Crocfdロra)4種 とケム リ トガ リネズ ミ属(30沈 ロ1∬)2種 は分類学的 に もっ

とも混乱 してい る.本 研究 で は,こ れ ら6種,す なわち東洋 区東端 の琉球列 島のワ

タセジネズ ミ((}ocfdロrawa`a5ef)と オ リイジネズ ミ(Coがf),東 洋 区に広 く分布

す る ジ ャコウジネズ ミ(C.a琵elluafa)と タイに分布 する ヒルジネズ ミ(C

血fllfaηa),台 湾高地 に分布 す るア リサ ンケム リ トガリネズミ(50加 ωロ5(α!od∫fgoa)

50da115)と タイ ワンケム リ トガ リネズ ミ(50rfcロ1ロ5(βρf50∬'CU1ロ5)血mfdロ8)について

形態学 的 あるい は核 学的調査 を行い,分 類学的 な検 討 を加 えた.こ の うちワタセ ジ

ネズ ミで は,琉 球列 島内の形 態的 な地理的変異の解析を行 った.

ワタセジ ネズ ミ(Cwa幡eカ は,琉 球列 島に分布す る小 型の ジネズ ミ類 で,こ れ

まで多 くの研 究者 に よって東洋区に広 く分布するオナガジネズ ミ(Cho∬ 万eldff)の

亜種 とされて きた.こ こで は,ま ず これ までの分類学 的知見 を検討 し,ワ タセジネ

ズ ミを独立 種 と して扱 うことが適当であることを示 した.次 に,ワ タセジネズ ミの

外部,頭 骨,歯 冠形 態の計量形 質 を もとに,個 体群 内の形態 変異 について単 変量解

析 を用いて検討 した.そ の結果,ワ タセ ジネズ ミでは性 的二型 が認められないこと,

齢 変異 が歯 冠形態 で はほ とん ど見 られないこと,と い った変異様式 が明 らか になっ

た.ま た,単 変量解析 お よび多変量解析の双方を用いることによって,本 種 の地理

的分化 につ いて検 討 した結果,奄 美諸 島北部 と奄美諸 島南部 一沖縄諸島の個体群が

明瞭に分化 していることを明 らかにした.奄 美諸 島北部個体群 は相対的 に短い尾 と

小 さな後足 をもち,奄 美諸 島南部 一沖縄諸 島個体群 は相対的に長い尾 と大 きな後足

によって特徴づけられることがわかった.さ らに,こ う した地理 的分化 が起 こった

要 因 について,地 質学 的知見 とあわせ た考 察 を行 った.

オ リイジネズ ミ(corlf)は 生物学 的知見 が乏 しく,ニ ホ ンジネズ ミ(c

d5fηθzumf)の 亜種 とされ るこ とがあ るな ど分類学的位置づけが確定されていなかっ

た.こ こで は,琉 球列 島産 オ リイジ ネズ ミの外 部,頭 骨,歯 冠形態 の詳細 な記 載 を

行 った.そ の結 果,オ リイジネズ ミが独 立種 であ り,ニ ホ ンジネズ ミの亜種 で ない



ことが明 らかになった.ま た,こ れ らの結果 を もとに,琉 球列 島における哺乳類 の

生物 地理 に関する議論 を行 った.

これ まで に分類 学的 に混乱 しているジャコウジネズミ(C.a蹉eη 己Ja`a)の核型 につ

いて,台 湾産標 本 を もとに通常,G一 分染 ,C一 分染核型 の記載 を行 った,そ の結

果,そ れがす で に タイ産 ジャコ ウジネズミのものとして報告 されている核型 と明確

に異 なることが明 らかにな り,タ イ産標本 の同定 が誤 りである可能性が強 く示唆さ

れた.ま た,G一 分 染核 型 の比較 によ りジャコウジネズ ミが核学的にニホ ンジネズ

ミ(Cd5fηezロmf)に きわめて類似 してい るこ とが明 らかになった.さ らに,タ イ産

ヒルジネズ ミ(C.」hflljaηa)の通常核型 の記 載 を行 い,そ れが タイか らジャコウジネ

ズ ミと して報告 されている ものに類似 していることを示 し,こ の核型が ジネズ ミ属

の 中で は特異的であることについて考察 した.ま た,こ れ まで に報告の なか った ヒ

ルジネズ ミの外部形態 に関する記載を行った.

ケム リ トガ リネズ ミ属(30rfcロ1ロ5)に つ いては,そ の種 の独立性が問題視 されて

きた台湾 に分布するアリサ ンケムリ トガリネズ ミ(5,(αlod5fgoa)50dalf8)の 外部,

頭骨,歯 冠形 態 を再記載 し,さ らに同所 的 に分布 する タイワンケムリ トガリネズ ミ

個(恥f50η ●cロ1ロ5)血mfdロ5)の形態 と比較 した.そ の結果,ア リサ ンケム リ トガ リネ

ズ ミが独 立種であることが明 らかになり,従 来の アリサ ンケ ムリ トガリネズ ミをタ

イワンケムリ トガリネズ ミの新参同物異名 とする見解 を否定 した.

これ らの解析 に よ り,東 洋区 にお ける トガ リネズ ミ類の分類学を形態学的お よび

核学的検討により大 きく進展 させることがで きた.ま た今後の課題 と して,東 洋 区

産 トガ リネズ ミ類の核型進 化に新たな問題 を見いだす とともに,そ れ らの系統 関係

を明 らか にす ることの重要性 について指摘 した.
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序 言

ユ ー ラ シ ア大 陸,北 米 大 陸,ア フ リカ大 陸 な どに広 く分 布 す る哺 乳 綱 食 虫 目 トガ

リ ネズ ミ科 は,23属312種 で構 成 され,種 数 で は全 哺乳 類 の6.7%を しめ る多 様 性 に

富 ん だ分 類 群 で あ る(WilsonandReeder1993)こ の うち,東 洋 区 には ジ ネ ズ ミ属

(Crocfdura)23種,ケ ム リ トガ リネズ ミ属(50rfcロ1ロ5)10種,ジ ャ コ ウ ネズ ミ属

(3ロηcus)8種,カ ワ ネズ ミ属(Ch加arrogale)3種,ト ガ リネ ズ ミ属(50rex)2種,ヒ

ミズ トガ リネ ズ ミ属(Bla加ella)1種,モ グ ラ ジ ネズ ミ属(Aηoロro∫ore幻1種,ミ ズ カ

キ カ ワ ネズ ミ属(Nbαogale)1種,オ オ ア シ ジ ャ コ ウネズ ミ属(死rocロ1u5)1種,ピ ァ

ソ ン オ オ ア シ ジ ャ コ ウ ネズ ミ属(501f80rex)1種 の10属51種 が 分 布 す る(Corbetand

Hill1992).こ れ らの うち,種 数 の多 い ジ ネズ ミ属 とケ ム リ トガ リネズ ミ属 の分 類

は 現在 も非 常 に混 乱 して い る.本 研 究 で は,東 洋 区 にお け る これ ら2つ の属 の分類

学 的 検 討 を行 っ た.

ジ ネ ズ ミ属 はユ ー ラ シ ア大 陸,ア フ リカ大 陸 な どの 北 緯53度 以 下 の 地域 を中心 に

分 布 し,少 な くと も151種 か らな る哺 乳 類 最 大 の属 で あ る(Jen㎞s1976,Hutterer

1993)属 と して の 単系 統性 は疑 問 視 され て い るが(例,Corbetandrnlll992),酵

素 蛋 白 質 多 型 の結 果 か らは 旧北 区 一東 洋 区系 統 とア フ リカ系 統 の 明確 な2単 系 統群

に分 け られ る(Maddalena1990)東 洋 区 には,約23種 が 知 られ(CorbetandHill

1992),分 類 学 的 に も多 くの研 究 が 行 わ れ て きた(例,Jenkhls1982,Heaneyand

Ti㎜1983,Ruediefa1.1990,Corbetand田11992,MaddalenaandRuedi1994,He㎜ey

andRuedi1994,Ruedi1995,1996,RuediandVogel1995,JenkinsandSmith1995,Fangα

aL1997)一 方で,い くつかの主 要な分類 学的問題点が未解決のままに残されてい

る.

これ まで に東 洋区産 ジネズ ミ属 について行 われてきた分類学的研究のほとんどは,

マ レー半 島か らイ ン ドシナ半 島 にかけての大陸部,東 南 アジ ア島喚域,台 湾な どに

分 布 す る種 に関す る もので,東 洋 区東端 に位 置す る 日本 の琉球列 島(こ こで は九州

か ら台 湾の 間 に孤 状 につづ く列島全体をさす)に 分布 す るオリイジネズ ミαocfdura

o面Kuroda,1924と ワ タセジネズ ミCwa`a5efKuroda,1924の 分類 につ いては今泉

(1970)以 降 ほ とん ど研究 が行 われ てい ない.こ の ことは,琉 球列 島産2種 の分類
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学的位置づけの確定 を大 きく制約 してきたのみならず,東 洋区産 ジネズ ミ類 の系統

関係 を考 察することを妨 げる一つの大 きな要因にもなってきた.と りわけ,ワ タセ

ジネズ ミは多 くの研究 者 に よって東洋区に広 く分布するオナガジネズミ(}oσfdロra

ho∬石eldff(Tomes,1856)の 亜種 と見 なされ るこ とが多 く,ワ タセジネズ ミの実体 を明

らか にす ることが,現 在 オナガジネズ ミとされているものの分類学的再検討を行 う

上で不可欠であると考 えられていた.そ こで本研究で は,ワ タセジネズ ミの形態 に

お ける地理的変異の解析,生 物学 的知見 がほ とん ど得 られ ていない稀種オリイジネ

ズ ミの形態学的特徴 の再記載を行い,こ れ らの形態学的知見 を もとにこれら2種 の

分類学 的考 察 を行 った.

つ ぎに東 洋区 にお け るジネズ ミ属の分類で,他 の主要 な問題点 は,ジ ャコウジネ

ズ ミCaπeη ロaεaMilne-Edwards,1872の 核型 に関す る ものであ る.ジ ネズ ミ属で は,

これ まで にお よそ50種 の核型が調べ られ,東 洋区 における核型進化 の様相 も明らか

にされて きた(MaddalenaandRuedi1994,RuediandVogel1995).Maddalenaand

Ruedi(1994)は 分染核型 な どの比較 によ り,ジ ネズ ミ属 の原始的核型 が,4対 の中

部動原体 型,3対 の次 端部動原体型お よび11対 の端部動原体型 の常染色体,中 部動

原体型 のX染 色体,端 部動原体型 のY染 色体 に よって構成 される染色体数38,染 色

体総腕 数(2つ の雌性 染色体 を含 む)54の 核 型であ ると仮定 した.こ れ によれば,

旧北 区 一東洋 区産 の種 は一般 に原始的核型を維持(染 色体 数38ま たは40)あ るいは

減少 した染色体 数 を もち,一 方 で,ほ とん どのアフ リカ産の種 は原始的状態か ら増

加 した染色体数 を示す とされる(MaddalenaandRuedi1994),後 に明 らか にされた

東洋 区産12種 の核型 もこの仮説 に合致 する(RuediandVogell995)と ころが,こ

の傾 向 に合致 しない事 例 が,東 洋 区か ら知 られるジ ャコウジネズ ミで報告 されてい

る(土 屋 ほか1979).こ の核型 は50本 の染色体 をもつ ため に,原 始 的核型 か ら染色

体 数 を増大 させ ることにより進化 したと考 えられる(MaddalenaandRuedil994).

本研 究 を進 める過程 で、台湾 の ジャコウジネズミの核型が タイで報告 された もの と

は明 らかに異な り,MaddalenaandRuedi(1994)の 仮 説 に合致 している ことが明 らか

になった.ま た,タ イか ら採 集 された ヒル ジネズ ミChf1伽aJen㎞setSmith,lgg5

の核型 を調 べ た ところ,そ れは土屋 ほか(1979)の もの ときわめて類似 してい るこ と

がわか った.こ こでは,ジ ャコウジネズ ミとヒル ジネズ ミの2種 の核型 につい て報
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告 し,土 屋 ほ か(1979)に よる例 外 的 な核 型 は種 同定 の誤 りの可 能 性 が あ る こ とを議

論 す る.

東 洋 区 にお い て ジ ネ ズ ミ属 の つ ぎに多 くの種 を含 む ケ ム リ トガ リネズ ミ属 は,中

国 や ヒマ ラ ヤ地 方 な どか ら知 られ る10種 ほ どか らな る分 類 群 で あ る(CorbetandHill

1992).Hoffmann(1986)に よっ て属 全 体 の分 類 学 的 整理 が行 わ れ た が,後 に な っ て,

台 湾 に分 布 す る ケ ム リ トガ リネズ ミ類 の種 分類 に関 す る 問題 が新 た に生 じて きた.

Thomas(1913)は 台 湾 か ら タ イ ワ ンケ ム リ トガ リネズ ミ5αゴcロ1ロ8血lnfdロ∫とア リサ ン

ケ ム リ トガ リ ネズ ミαlod5f80a50dalf8の2つ の新 種 を記 載 した.な お,現 在 で は,

α10d8f80aは50沈 ロ1ロ5の亜 属 と見 な され て い る(Hoff㎞annl986,CorbetandHill1992,

Huttererl993な ど)そ の後Hofl㎞ann(1986)は,ア リサ ンケ ム リ トガ リネ ズ ミは捕

獲 例 が 完模 式 標 本 の頭 骨1点 に限 られ,そ の独 立 性 が 疑 問視 され た た め に,ア リサ

ンケ ム リ トガ リネ ズ ミは タ イ ワ ンケ ム リ トガ リネ ズ ミの 新 参 同物 異名 と した.と こ

ろ が,最 近 の ア リサ ンケ ム リ トガ リネズ ミの完 模 式 標 本 の 調査 結 果 か らは,ア リサ

ンケ ム リ トガ リネズ ミが タ イ ワ ンケ ム リ トガ リネ ズ ミ とは異 な る独 立種 で あ る可 能

性 が 示 唆 され て はい る(CorbetandHil11992,Hutterer1993)し か し彼 ら も,ア リ

サ ンケ ム リ トガ リネズ ミの標 本 が 完模 式 標 本 の1点 に限 られ て い る こ とや,比 較 が

十 分 で な い こ とな どか ら,ア リサ ンケ ム リ トガ リネズ ミを タイ ワ ンケ ム リ トガ リネ

ズ ミの新 参 同 物 異 名 とす る見 解 は継 続 され てい る(CorbetandHill1992,Hutterer

1993).本 研 究 で は,新 た に得 られ た標 本 に基 づ い て,ア リサ ンケ ム リ トガ リネズ

ミの 形 態 の 詳細 な記 載,タ イ ワ ンケ ム リ トガ リネズ ミ との 比較 を行 い,ア リサ ンケ

ム リ トガ リネズ ミの種 と して の独 立 性 を再 評 価 した.

以 上 述 べ た よ うに,本 研 究 で は,東 洋 区 に分 布 す る トガ リネズ ミ類 の 主 要 な分 類

学 的 問題 点 につ い て,標 本 調 査 の結 果 に基 づ く分 類 学 的 考 察 を行 った.な お,染 色

体 の 用 語 はMaddalenaandRuedi(1994)に したが っ た.ま た,用 い た標 本 はす べ て,

京 都 大 学 大 学 院理 学 研 究 科 動 物 学教 室(京 都,KUZ),国 立 科 学博 物館(東 京,

NSMT),大 阪 市 立 大 学 医 学 部 実 験 動 物 セ ン ター(大 阪,OCUMS),台 湾 大 学 動 物

学 博 物 館(台 北 市,NTUZM),台 湾省 特 有 生物 研 究 保 育 中心(南 投 縣 集 集,

TESRI),カ リ フ ォル ニ ア大 学 バ ー ク レー分 校 脊 椎 動 物 学博 物館(バ ー ク レー,

MVZ)に 所 蔵 され て い る.
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1.ワ タセ ジネズ ミの地理的変異

ワ タ セ ジ ネズ ミは,琉 球 列 島 中部 に固有 の小 型 の ジ ネズ ミ属 で 成体 の体 重 は5-

8グ ラ ム(HattoriandYamanouchil984)で あ る.本 種 は奄 美諸 島 の奄 美 大 島古 見 産

の 標 本 を も とに,Kuroda(1924)に よ りCwaむa∫efと して原 記 載 され,奄 美 大 島 の ほ か

現 在 まで に奄 美 諸 島 の 喜界 島,徳 之 島,沖 永 良部 島,与 論 島,沖 縄 諸 島 の伊 江 島,

沖 縄 島 か ら記 録 され て い る(今 泉1970,服 部 ほ か1990)

EllermanandMorrison-Scott(1951)は 本 種 をス リ ラ ンカ を基 産 地 とす るオ ナ ガ ジ ネ

ズ ミC加r面e1副(Tomes,1856)の 亜 種 とみ な し,こ の扱 い は今 泉(1970),Jenkins

(1976),JamesonandJones(1977),CorbetandHill(1992),Hutterer(1993)を は じめ と

す る後 の ほ とん どの研 究 者 に よ って継 承 され た.

一 方
,服 部 ほか(1990)は 琉 球 列 島 中部 と南 イ ン ドの標 本 の 間 に核 型 の違 いが あ る

こ と を根 拠 に,ワ タセ ジ ネズ ミを独 立種 と して再 評 価 した.染 色体 数 と染 色 体 総 腕

数 は,ワ タ セ ジ ネズ ミで は26と52(Yosidae`an968,HaradaefaL1985),オ ナ ガ ジ

ネ ズ ミで は38と48(KrishnaRaoandAswathanarayana1978)と 報 告 され て い る.ま た,

JamesonandJones(1977)が 示 した形 態 計 測 値 で も,ワ タセ ジネ ズ ミは大 型 の頭 骨 を

もつ 点 で ス リ ラ ン カ産 オ ナ ガ ジ ネ ズ ミとは異 な る.し たが って,こ こで は ワ タセ ジ

ネ ズ ミを独 立 種 とみ な した.

ジ ネズ ミ属 の分 類 の 混 乱 の主 要 な原 因 は,主 に標 本 採 集 が 困難 で あ る こ とに よる.

最 近 に な っ て,Hattorie`aL(1986)は 小 型 甲 虫 の幼 虫 をつ け餌 に用 い た小 型 食 虫類 用

の新 しい わ な を開発 し,ワ タセ ジネ ズ ミを効 果 的 に採 集 した.服 部 ほか(1990)は 奄

美 諸 島 の5つ の 島 嗅 問 で 外 部 お よび頭 骨 形 態 の予 備 的比 較 を行 っ た.こ こで は単 変

量 解 析 の み が 行 わ れ,形 態 変 異 を正 確 に捉 え るた め に欠 かせ な い多 変 量 解析

(WHIige`an986)は 行 わ れ な か った.こ の研 究 で は,奄 美 大 島 と徳 之 島 の 間で 有

意 な地 理 的 変 異 は認 め らず,他 の 島 喚 につ い て は標 本 数 が 限 られ て い る た め に統計

解 析 は行 われ な か っ た.一 方.沖 縄 諸 島の 島懊 個 体群 間 の 地理 的変 異 は これ まで に

は調 べ られ て い な い.

この よ うな 問題 を検 討 す るた め に,奄 美 諸 島お よび沖縄 諸 島 産標 本 を も とに,単

変 量 な ら び に多 変 量 解 析 を用 い て,よ り詳 細 な ワ タセ ジ ネズ ミの 地 理 的 変 異 の解 析
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を行 っ た.

材料と方法

本 研 究 で は奄 美 諸 島(奄 美 大 島 産27個 体,徳 之 島産16個 体,沖 永 良部 島産14個 体,

与 論 島 産2個 体)お よび 沖縄 諸 島(沖 縄 島産34個 体,伊 江 島産1個 体)か ら採 集 さ

れ た計94個 体 の ワ タセ ジ ネズ ミを調査 した(図1)こ れ らの うち,沖 縄 島産 の7

個 体 は亜 成 体,そ れ 以外 は成 体 に分 類 され た(齢 区分 は後 述)標 本 の ほ とん どは

シ ャ ーマ ン トラ ップあ るい は服 部 正 策 作 製 の わ な(Hattorie孟aL1986,服 部 ほ か

1990)を 用 い て 生 け捕 りされ た もの で あ るが,与 論 島,伊 江 島,沖 縄 島産 標 本 に は

路 上 死 体 と して拾 得 され た ものが い くつ か含 まれ てい る.新 鮮 な状 態 で すべ て の標

本 の 体 重 と外 部 形 態 の測 定 を行 い,解 剖 後 に70%エ タノ ー ル 中で 固 定 し,そ の後 に

頭 骨 お よ び下 顎 の 除 肉 を行 った.用 い た標 本 はす べ て京都 大 学 大 学 院理 学 研 究 科 動

物 学 教 室 の 哺 乳 類 標 本 と して所 蔵 され て い る ●KUZ-M76-86,156-159,171,172,174,

175,177,178,180-183,639,640(奄 美 大 島 産),87-91,161-163,168,176,179,643-

645,648,650(徳 之 島産),402-406,652,653,655-657,661,664,666,667(沖 永 良部

島産),417,636(与 論 島 産),14,15,41,107,130,347-352,371-373,377-385,418-

420,440,441(沖 縄 島 産),26(伊 江 島 産).

そ れ ぞ れ の標 本 につ い て外 部 形 態5部 位,頭 骨 お よび下 顎 形 態10部 位,歯 冠 形 態

21部 位 の 計 測 を行 った.外 部 形 態 は全 長,尾 長,耳 長,後 足 長(爪 を含 め ない),

前 足 長(爪 を含 め ない)を まず 計 測 し,全 長 と尾 長 の差 と して そ れ ぞ れ の標 本 の頭

胴 長 を計 算 した.解 析 に は,全 長 を 除い た計 測 値 を用 い た.頭 骨 と下 顎 の計 測 部 位

は,頭 骨 最 大 長,第1切 歯 部 で の吻 幅,脳 函 幅,上 顎 幅,下 顎 長(関 節 部 後 縁 か ら

切 歯 前 縁 ま で),角 突 起 部 下 顎 高,上 顎 歯 列 長,上 顎 大 臼 歯列 長,下 顎 歯 列 長,下

顎 大 臼歯 列 長 で あ る(図2)歯 冠 部 の計 測 部位(図2)は 花 村 ほか(1990)を 少

し改 良 した もの で,各 上 顎 大 臼歯 の頬 側 近 遠 心 径,舌 側 近 遠 心径,近 心 頬 舌 側 径,

遠 心 頬 舌 側 径,各 下顎 大 臼歯 の 近 遠 心 径,ト リ ゴニ ド部 頬 舌 側径,タ ロニ ド部頬 舌

側 径 で あ る.

全 長 と尾 長 はス テ ン レス 製 金 尺 に よ り0.5ミ リメ ー トル まで 計 測 した.上 顎 歯 列 長,
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上顎大臼歯列長,下 顎歯列長,下 顎大 臼歯列長 とすべ ての歯冠計測値は保賀社製

CCDビ デ オカメラで拡大 した ビデオモニター画像上で,互 い に垂直 な2方 向に可

動 す るステー ジに接続 された ミツ トヨ社製電動マイクロメーターヘ ッドを用いて,

0.001ミ リメー トル まで計測 した(図2).他 の部位 はノギス によ り0.05ミ リメー ト

ルまで計測 した.

それぞれ の標本 の齢 区分 は,Kitchenere`a孟(1gg4b)が ジャコウネズ ミ5ロηcロ∫

mロ加 ロ3(Linnaeus,1766)に 用い た方法 に したがい,底 後頭骨 と底蝶形骨の癒合 の有

無 に より判定 した.す なわち,こ れ らの骨 問の縫合 が確認 で きる標本を亜成体,癒

合 が進 み縫合 が確 認 で きない標本 を成体 と判定 した.

沖縄 島産標本 はすべ て琉球大学周辺から採集 したもので,島 内の地域 に よる変異

の影響 は ない と考えられる.し たがって,性 や齢 による個体群 内変異 を,沖 縄 島産

標 本 の上記の計 測値 について,t検 定 によ り予備的 に解析 した.

成体 のみ を用 いた地理的変異 の解析は奄美大島,徳 之 島,沖 永 良部島,沖 縄 島の

4個 体群 間で行 った.与 論 島 と伊江 島個体群 は標本数が少ないために統計学的解析

は行わなかった.4個 体 群問の単変量 におけ る差異 はBartlett検定のp値 が0.05よ り

大 きい場合 にはTukeyの 方法,そ れ以下 の場合 にはDumの 方法 で多重比較検 定 を行

い,検 出 した.正 準判 別分析 は対 数変換 した5外 部計測値,10の 頭骨お よび下顎計

測値 と14歯 冠計測値 を用い て,CANDISCパ ッケージ(SASInst.Llc.1990)に よ り行 っ

た.第3大 臼歯 の7部 位 は小 さ く,各 個 体群内での変動 が大 きいために解析には含

めなかった(表1).ま た,4個 体群 間のマハ ラノビスの距離 を求め,PHYLIP3.41

(Felsenstein1989)のNEIGHBORプ ログラムを使 って,近 隣結合法(SaitouandNei

l987)に よる クラス ター分析 を行 った.

結 果

単変量解析

沖縄島個体群の標本(雄15個 体,雌12個 体 〉 を用 いた単変量解析 では,す べ ての

部位 で有 意 な雌雄差 は見 られなかった(t検 定,p>o.05).し たが って,以 下 の

解析 で は各 島 ご とに雌 雄 を一括 した.外 部 お よび頭骨計測値 のほ とんが,平 均値 で
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は亜成体 よりも成体のほうが大 きかったが,沖 縄 島個体群での齢段 階間の変異幅は

大 きく重なった.歯 冠部位 では第1大 臼歯頬側近遠心径 のみで亜成体 と成体の間で

有意差が認め られた(表1)変 動係数 は沖縄 島個体群 の成体 における第3大 臼歯

のい くつ かの部位 で大 きか った.

6個 体群 の成体 における外部,頭 骨 お よび下顎計測値,奄 美大島,徳 之島,沖 永

良部 島,沖 縄 島の4個 体群 間の多重比較(Tukeyあ るいはDumの 検定)の 結果 を表

2に 示 した.外 部計測値 の尾 長 と後足長 は,沖 永 良部 島 と沖縄 島個体群 が奄美大島

と徳之島個体群 よりも有意 に大きかった.一 方,頭 骨 お よび下顎計 測値 では,奄 美

大 島個体群 が頭骨最大長,脳 函幅,上 顎 幅,上 顎大 臼歯列長,下 顎長,下 顎歯列長,

下顎大 臼歯列長 で沖縄 島個体 群 より小 さく,徳 之島個体群 と沖永 良部島個体群は,

それぞれ下顎長 と下顎歯列 長,下 顎大臼歯列長 と上顎幅 で,沖 縄 島個体群 よ り小 さ

か った.

歯 冠計測値 の第1大 臼歯舌側近遠心径,第1大 臼歯 近心頬舌側径,第1大 臼歯遠

心頬 舌側径,第2大 臼歯近心頬舌側径,第2大 臼歯 遠心頬舌側径,第1大 臼歯 トリ

ゴニ ド頬舌側径,第3大 臼歯 トリゴニ ド頬舌側径 で,沖 縄 島個体群が他 の3個 体群

よ りも大 きか った.沖 縄 島個体群 はさ らに,奄 美大 島個体群 よ りも第1大 臼歯頬側

近 遠心径,第2大 臼歯頬側近遠心径,第2大 臼歯舌側 近遠心径,第2大 臼歯 トリゴ

ニ ド頬舌側径 ,第3大 臼歯近遠心径,第3大 臼歯 タロニ ド頬舌側径 で,徳 之 島個体

群 よ りも第3大 臼歯 タロニ ド頬舌側径 で,沖 永 良部 島個体群 よ りも第2大 臼歯舌側

近遠 心径,第3大 臼歯 頬側近遠心径,第1大 臼歯 タロニ ド頬舌側径,第2大 臼歯 ト

リゴニ ド頬舌側径,第3大 臼歯近遠心径 で大 きか った.一 方,沖 永良部島個体群 の

第2大 臼歯 タロニ ド頬舌側径 は,統 計学 的に比較 した他 の個体群 よりも有意に小 さ

かった.ま た沖永 良部 島個体群 は,奄 美大 島個体群 や沖縄 島個体群 よ りも,第3大

臼歯 タロニ ド頬舌側径 が小 さかった.徳 之 島個体群 は奄美大 島個体群 よりも第2大

臼歯舌側 近遠心径 が,奄 美大 島個体群 は沖永 良部 島個体群 よりも第3大 臼歯 タロニ

ド頬舌 側径 が大 きか った.

伊江 島産1標 本 は全体的 に大 き く,3つ の外 部計 測値(頭 胴長,耳 長,前 足

長),4つ の頭骨 お よび下顎計測値(脳 函 幅,上 顎幅,下 顎長,下 顎高)お よび1

つの歯冠計 測値(第3大 臼歯 トリゴニ ド頬舌側径)は 調査標本 中の最大値 を示 した
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(表2)与 論島産2標 本では,尾 長と前足長の最大値は奄美大島や徳之島個体群

の最大値 よりも大 きく,そ れ以外の計測値は他の個体群の変異幅内であった(表

2),

多変量解析

4個 体群で行った正準判別分析では,3つ の正準判別軸で有意な個体群問変異が

示された(表3,図3)第1正 準判別軸の平均値は沖縄島個体群で最大,奄 美大

島個体群で最小であった.こ の2個 体群問で,こ の変量の変異幅の互いの重なりは

きわめて小さかった.一 方,第1正 準判別軸で中間的な値を示す2個 体群(徳 之島

個体群と沖永良部島個体群)の この変量の変異幅は互いに大きく重なった.第2正

準判別軸では,そ の平均値は徳之島個体群で最大,沖 永良部島個体群で最小であり,

これら2個 体群間の重なりは認められなかった.こ れらの中間に位置する個体群(奄

美大島個体群と沖縄島個体群)の 変異幅は,互 いに,ま た徳之島個体群と大きく重

なったが,沖 永良部島個体群との重なりはわずかであった.第3正 準判別軸では,

奄美大島個体群と沖縄島個体群の平均値は,徳 之島個体群や沖永良部島個体群より

も大 きく,両 者の変異幅には重なりが見 られた.第1,第2正 準判別軸の各個体の

2次 元散布図では,徳 之島個体群 と沖永良部島個体群の問では重なりがなく,他 の

個体群同士の組み合わせではわずかな重なりが見 られ,4個 体群を識別することが

できた(図3)

表3に 示 した標準化正準判別係数から,第1正 準判別変量に最大の寄与率を示す

のは,第1大 臼歯遠心頬舌側径(負)と 頭骨最大長(負)で ある.第2,第3正 準

判別変量に大 きく寄与しているのはそれぞれ,第2大 臼歯タロニ ド頬舌側径(正)

と上顎歯列長(正),下 顎長(正)と 上顎歯列長(負)で ある.こ れらの結果は,

沖縄島個体群は他の変量に比べて相対的に小さな第1大 臼歯遠心頬舌側径と頭骨最

大長,そ して徳之島個体群は相対的に大 きな第2大 臼歯タロニ ド頬舌側径と上顎歯

列長により特徴づけられることを示 している.

図4は4個 体群間のマハラノビスの距離に基づ くクラスター分析の結果を無根樹

形図として示 したものである,奄 美大島個体群 と徳之島個体群,そ して沖永良部島

個体群 と沖縄島個体群の問の距離が相対的に小さかった.
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考 察

単変量解析の結果は,ワ タセジネズ ミのいずれ の部位 で も有意 な性的二型が見 ら

れない ことを示 した.Kitchenere亡aL(1994a)は,本 研究 に類似 した形態計測値 に よ

り,小 ス ンダ列 島に分布す る別 の小型 ジネズミの1種,ジ ャワジネズ ミCmaxfで

は,ほ とん どの形質で雄が雌 よ りも大 きい という顕著な性的二型を認めている.ワ

タセジ ネズ ミとジ ャワジネズ ミの間の性的二型様式の違いが見 られる要因は不明で

ある.

ワタセジネズ ミでは多 くの外部,頭 骨お よび下顎計測値 で齢 に よる変異が認めら

れた.対 照 的 に,ほ とん どの歯冠計測値で は,成 体 と亜成体 の間の顕 著 な変異 は認

め られなかった.Shigehara(1980)は ジ ャコウネズ ミで永 久歯 の成長 は頭骨や下顎の

成長 に先立って達成されるとしている.今 回の結果 はワタセジネズ ミの歯冠部での

同様の成長様式を強 く示唆する.

本解析 の結果 はワ タセジネズ ミの4島 懊個体群 問の顕著 な変異 を示 し,ワ タセジ

ネズ ミが沖縄 島一沖永 良部島群 と奄美大島一徳之島群の2群 か ら構成 され ることを

示唆 す る.尾 長 と後足長 は後者 よ りも前者 の方が大 きい.同 様 の変異傾 向は多 くの

頭骨,下 顎お よび歯冠計測値 で も認 め られ,さ らに沖縄島個体群 と沖永 良部島個体

群の間ではい くつかの歯冠形質で小 さな分化が認められた.こ の群分 けは,29の 計

量形 質の変異 を反映 したマ ハラノビスの距離によるクラスター分析の結果 とも一致

す る(図4).

ワタセ ジネズ ミは少 な くとも2つ の自然群,奄 美大 島個体群 と徳 之島個体群か ら

なる北の群.沖 縄 島個体群 と沖永 良部 島個体群からなる南の群を含んでいる.さ ら

に与論 島個体群 と伊江 島個体 群は後者に含まれるようである.こ の ような地理 的変

異様式 は,徳 之 島 と沖永 良部 島の 問で最初 の種内隔離が生 じたことを示唆する.同

様 の現象 は トカゲ属 のオ キナ ワ トカゲ1ヲ・mece5m町gfηa'ロ5(Hallowell,1860)の 酵素多

型分析 に よる遺伝 的変異 で も認められ,沖 永 良部島個体群 と与論 島個体群が奄美大

島個体群や徳之島個体群か らは顕著に分化 し,沖 縄 島個体群 には近縁であ るこ とが

知 られている(Katoefan994)こ う した分化様式 は,中 部琉球列 島の陸地形成 の

時 間的変動様式 と一致する可能性が高い.
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後期更新世(15,000年 か ら18,000年 前)に は,大 陸の氷河 に よって引 き起 こされた

海面水準の低下により,陸 地面積が現在 よりも世界 的 に大 きかったことが,最 近 の

い くつか の研究 で明 らか に されている.一 般的 に流布 している海面水準の低下値(す

なわ ち120-140m,Otae亡aL1993の 総説 を参照)を 受 け入れ るとす れば,伊 江島は

その時期 に沖縄 島 とつ ながっていたようである(Grismere`an994)な ぜ なら,

これ ら2島 問の海峡 は100mに 満 たないか らであ る(海 上保安庁1978).こ のこ と

か ら,沖 縄 島 と伊江 島個体群 問の明 らかな類似性を説明で きるであろう.し か し,

本研 究で標 本 を解析 した奄美諸 島 と沖縄諸島の他の島喚は,後 期更新世 を通 じて互

い に分断 されていたようである(Otae`angg3)

琉球列 島のほ とん どすべ ての島 と台湾は,後 期 中新世か ら初期鮮新 世の間,そ し

て初期更新世 の 間には互 いにつなが り,陸 橋 を形成 していた と考 え られている(木

崎 ・大城1980).し か し,残 念 なが ら,そ れぞれの陸橋期後 に中部琉球列島の分断

の相対的順序 を示す地質学的資料がほとんどない(Grismere`aLl994).し たが っ

て,ワ タセ ジネズ ミ個体群 の表形 的類似性の様式 と中部琉球列島の古地理学的な変

動様式が一致するか どうか検討することは現段階ではで きない.ワ タセ ジネズ ミの

分化様 式 を正確 に描 き出 し,そ の歴 史的様式 を議論す るため には,今 後の酵素多型

解析 や遺伝子解析 が期待 される.
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2.ジ ャコウジネズ ミの核学的検 討

ジ ネ ズ ミ属 で は,こ れ まで にお よそ50種 の核 型 が調 べ られ てい る(例,Maddalena

andRuedi1994,RuediandVoge11995).MaddalenaandRuedi(1994)は ジ ネ ズ ミ属 の

核 型 進 化 の仮 説 を提 唱 し,4対 の 中部 動 原 体 型,3対 の 次端 部動 原 体 型,11対 の端

部 動 原 体 型 の常 染 色 体,中 部動 原体 型 のX染 色 体,端 部動 原体 型 のY染 色 体 に よっ て

構 成 され る染色 体 数38,染 色 体 総 腕 数54(2本 の雌性 染 色 体 を含 む)の 原 始 的核 型

を仮 定 した.こ の仮 説 に よれ ば,旧 北 区 一東 洋 区産 の種 は一般 に原 始 的核 型 を維 持

す るか(染 色 体 数 が38ま た は40)あ るい は 減少 した染 色体 数 を示 し,一 方 で ア フ リ

カ産 の ほ とん どの 種 は原 始 的 状 態 か ら増 加 した 数 を持 っ て い る(Maddalenaand

Ruedi1994).こ の傾 向 に合 致 しない 事例 が,東 南 ア ジ アや 台 湾(分 布 の詳 細 は

CorbetandHill1992,Hutterer1993)か ら記 録 され てい る東 洋 区産 の ジ ャ コ ウジ ネ ズ

ミCa亡 吻 ロa`aMilne-Edwards,1872の 増 大 した染 色 体 数(=50)を もっ た核 型 で あ る

(土屋 ほ か1979,MaddalenaandRuedi1994).旧 北 区 一東 洋 区産 の い くつ か の種 の

核 学 的類 似 性 はす で に調 査 され て い るが(Ruedieεan990,MaddalenaandRuedi

lgg4,RuediandVogellgg5),ジ ャ コウ ジ ネズ ミにつ い て は この例 外 的 な核 型 の分

染 パ ター ンが調 査 され て い な い た め に明 らか に され て い ない.本 研 究 で は,台 湾 に

お け る ジ ャ コウ ジ ネ ズ ミのG一 お よびC一 分 染 核 型 を調 査 し,ジ ャコ ウ ジネ ズ ミ と

他 の い くつ か の 旧北 区 一東 洋 区 産 ジ ネズ ミ類 との核 学 的類 似 性 につ い て議 論 す る.

材料と方法

台 湾 か ら採 集 され た10個 体 の ジ ャ コ ウ ジ ネズ ミを用 い た(屏 東 縣 内哺 郷 か らの雄

1個 体,雌1個 体;高 雄 市 か らの雄1個 体,台 中市 か らの雄1個 体,雌1個 体,嘉

義 縣 阿 里 山 か らの 雄1個 体,雌4個 体)こ れ らの標 本 はCorbetandHill(1gg2),

JamesonandJones(1977),HeaneyandTi㎜(1983)に した が い,形 態 形 質 を も とに同

定 した.細 胞 学 的標 本 はYosida(1980)の 方 法 に よ り,尾 椎 培 養 細 胞 か ら作 成 した.

G_お よびC一 分 染 法 は それ ぞ れSeabhght(1971)とSu㎜er(1972)に したが っ た・
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結 果

10個 体 につい て,計396の 分裂 中期像 が観 察 された(表4).全 調査個体 で染色体

数 と染色体総腕数はそれぞれ40お よび56で あ るこ とが確認 され た.通 常核型,G一

お よびC一 分染核型 を図5に 示 した.常 染色体 は3対 の中部 あるいは次 中部動原体

型(番 号1-3),4対 の次 端部動 原体 型(番 号4-7),12対 の端 部動原体型(番

号8-19)で 構成 されてい た.Xお よびY染 色体 は,そ れぞれ次中部動原体型 と最

小 の端部動原体型であった.G一 分染染色体 はHaradaαa乙(1985)に したがってな ら

べ た(図5B)小 型のC一 バ ン ド領域 は12対 の端部動原体型染色体(番 号8-19)

の動原体部 に観察 され,常 染色体で はそれ以外 には確認 されなかった(図5C)

X染 色体 の長腕端 部 と動原体部 にC一 バ ン ド領域が認 め られ,Y染 色体 はほぼ完全

にC一 バ ン ド領域 であ った.

考 察

土 屋 ほ か(1979)はLekagulandMcNeely(1977)に したが って 同定 した タ イ産雌1個

体 の 肺 培 養 細 胞 に よ り,ジ ャ コウ ジ ネズ ミの核 型 を染 色 体 数50,染 色 体 総 腕 数66と

報 告 した.台 湾 産 ジ ャ コウ ジ ネズ ミの核 型 は タ イ産 の もの(土 屋 ほ か1979)と は大

き く異 な る.こ の違 い はお そ ら くタ イ産標 本 の 誤 同定 に よる もの で あ る.Heaney

andTi㎜(1983)はLekagulandMcNeely(1977)に よ る ジ ャ コ ウジ ネズ ミの誤 っ た記 載

を次 の よ うに指 摘 して い る.「LekagulandMcNeely(1977)に よっ て描 か れ,C

血1f8fη05aと 同定 され た タ イか らの1点 の ジ ネズ ミの頭 骨 は実 際 に はCaf`e加a飴 で あ

る.一 方,LekagulandMcNeely(1979)がC砺eη ロa`aとした頭 骨 お よび計 測値 はC

釦1f8fllosaの もの で あ る」.ジ ャ コ ウ ジ ネズ ミC班eη ロafaと ス ス イ ロ ジ ネズ ミC

血1f8加05a(Blyth,1855)が 混 同 され て きた こ とは他 の研 究 者 も指摘 して い る(Jenkins

1976,1982,Davisonl984,Ruedie`aゑ1990)

これ ま で,Jenkhls(1976,1982)やLekagulandMcNeely(1977)な どの多 くの研 究者

が ス ス イ ロ ジ ネ ズ ミの 新 参 同物 異 名 と見 な した マ レー ジネ ズ ミCmalay㎜aRobinson

etKloss,1911は,最 近 に な っ て形 態 学 的,核 学 的 お よび生 化 学 的研 究 に よ って独 立
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種 で あ る こ とが 明 らか に な っ た(Ruedie`aLl990,MaddalenaandRuedi1994,Ruedi

1995,lgg6,RuediandVogel1995).こ れ ら2種 は核 学 的 には 以下 の よ うに分 化 して

い る.ス ス イ ロ ジ ネ ズ ミは染 色 体 数40,染 色 体 総腕 数54-58;マ レー ジネ ズ ミは染

色 体 数38-40,染 色 体 総 腕 数62-68(Ruediαan990,MaddalenaandRuedi1994,

RuediandVogellgg5).土 屋 ほ か(1979)に よる タイ産 標 本 の 染色 体 数 お よ び染 色 体

総 腕 数 はス ス イ ロジ ネ ズ ミ,マ レー ジ ネズ ミの い ず れ と も違 い,同 時 に タイか ら も

知 られ る オ ナ ガ ジネ ズ ミCho∬ 五e1謝(Tomes,1856)(染 色 体 数38,染 色 体 総 腕 数48;

KrishnaRaoandAswathanarayanal978)や,オ ナ ガ ジ ネズ ミの亜 種 と見 な され る こ と

が 多 い(JamesonandJones1977,CorbetandHill1992,Hutterer1993)琉 球列 島 の ワ タ

セ ジ ネ ズ ミCwa`aselKuroda,1924(染 色 体 数26,染 色体 総腕 数52;Yosidae`an968,

Haradaefan985)と も異 な る 。Hutterer(1993)やDavison(1984)に よれ ば,タ イ に生

息 す る他 の ジ ネ ズ ミ類 と して は プル ラー タ ジネ ズ ミCpロ11a`aMUIer,1911と ヤ マ ジ ネ

ズ ミCmoη σcolaPeters,1870が い るが,そ れ らの核 型 は まだ明 らか に され てい ない.

50本 の 染 色 体 を もつ タ イの標 本 は これ らの種 の いず れか,あ るい は スス イ ロ ジネ ズ

ミ種 群 に こ れ まで含 め られ て い る別 の 隠 蔽種 で あ る可 能 性 が 高 い.

台 湾 産 ジ ャ コ ウジ ネ ズ ミの 染色 体 数(=40本)は,旧 北 区 一東 洋 区産 の他 の多 く

の種 で 報 告 され て い る よ う に,ジ ネズ ミ属 の仮 想 的原 始状 態 に近 い もの で あ る

(MaddalenaandRuedi1994).ジ ャコ ウ ジ ネズ ミの核 型 は,3対 の 中部 あ る い は次

中部 動 原 体 型,4対 の次 端 部動 原 体 型 お よ び12対 の端 部 動 原体 型 染 色 体 か らな るニ

ホ ン ジ ネズ ミCd伽zロ 頭Te㎜ 血ck,1842)の 核 型(Haradaef飢1985)や,ス ス イ

ロ ジ ネズ ミの多 数 標 本 か ら得 られ た核 型(Ruedie`aL1990,RuediandVogel1995)に

類 似 して い る.さ ら に ジ ャ コ ウ ジ ネズ ミはG一 分 染核 型 で も,ニ ホ ンジネ ズ ミ と異

な らない(図5BとHaradae`aM985を 参 照)一 方,ジ ャ コウ ジ ネズ ミの核 型 は,

東 ア ジ アや 東 南 ア ジ ア に生 息 す る多 くの他 種 の 核 型 とは異 な っ てい る(東 南 ア ジ ア

島嗅 域 産 の 種:染 色 体 数38-40,染 色 体 総 腕 数50-62,RuediandVogell995;オ ナ

ガ ジ ネ ズ ミ:染 色 体 数38,染 色 体 総 腕 数48,KhshnaRaoandAswathanarayana1978,

ワ タセ ジ ネズ ミ:染 色 体 数26,染 色 体 総 腕 数52,Yosidaef飢1968,Haradae'a乙

lg85;コ ジ ネズ ミC5ロaveole刀5(Pallas,1811)'染 色 体 数39-40,染 色 体 総 腕 数50,土

屋1987).こ う した事 実 か ら,ジ ャ コ ウ ジ ネズ ミ,ス ス イ ロジ ネ ズ ミ,ニ ホ ンジ ネ

14



ズミが核学的に近い関係 にあることが示唆される.

ジャコウジネズ ミに見 られ るX染 色体 の長腕端部 にお ける構成 性異質染色質部位

と,完 全 に構 成性異質染色質部位 であるY染 色体 は多 くの旧北区,東 洋 区,ア フリ

カ区のジネズ ミ属の共通 した特徴である(例,MaddalenaandRuedi1994).し たが っ

て,こ れ らは,ジ ネズ ミ属 の単系統性 が否定 されなければ,ジ ネズ ミ属の祖先 的形

質 と考 え られる.
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3.ヒ ル ジネズ ミの核学 的検討

す で に述 べ た よ うに,MaddalenaandRuedi(1994)が 提 唱 した ジ ネズ ミ属 の核 型 進

化 に関 す る仮 説 の例 外 は,土 屋 ほか(1979)に よ りタ イ中 部 か ら報 告 され た核 型 で あ

る.第2章 で は そ の 同 定 が 誤 りで あ る こ とを示 した.し た が っ て,正 確 な形 態 学 的

な 同定 に基 づ くタ イ産標 本 の核 学 的資 料 は ジ ネズ ミ属 の核 型 進 化 の仮 説 を検 証 す る

上 で不 可 欠 で あ る.Hutterer(1993)に よれ ば,タ イか ら記 録 され て い る本 属 は大 型 の

もの か らス ス イ ロ ジ ネ ズ ミC血1fg1η05a(Blyth,1855),ジ ャ コ ウジ ネズ ミCa'εeηuaεa

Milne-Edwards,1872,プ ル ラ ー タジ ネ ズ ミCPロ11a`aMiller,1911,ヤ マ ジ ネズ ミC

mo而colaPeters,1870,オ ナ ガ ジ ネ ズ ミCカor面eldf1(Tomes,1856)で あ る.最 近 に な っ

て,Jen㎞1sandSmith(1995)は タ イ東 北 部 の ロエ イ縣 か ら,ス ス イ ロジ ネズ ミとジ ャ

コ ウ ジ ネ ズ ミの 中 間 的 な頭 骨 サ イズ を もつ ヒル ジネ ズ ミChfllfaηaを 新 種 記 載 した.

これ らの6種 の ジ ネズ ミ類 の うち3種,マ レー半 島 の ス ス イ ロ ジ ネズ ミ(Ruedie`

an990,RuediandVoge11995),台 湾 産 ジ ャ コ ウジ ネズ ミ(第2章),イ ン ド半 島

産 オ ナ ガ ジネ ズ ミ(KrishnaRaoandAswathanarayanal978)に つ い て核 型 が調査 され

て い る が,残 りの3種 につ い て の核 型 は これ までの とこ ろ知 られ てい ない.

1979年 に原 田正 史 は タイ 中部 か ら1個 体 の ジ ネズ ミ属 を採 集 し,そ の通 常 核 型 を

調 査 した.私 は,頭 骨 や歯 冠 部 の形 態 を もと に この標 本 の 再調 査 を行 い,そ れ を ヒ

ル ジ ネズ ミ と同定 した.こ こで は,こ の標 本 に したが っ て ヒ ルジ ネ ズ ミの核 型 につ

い て報 告 す る.ま た,ヒ ル ジ ネズ ミの模 式標 本 群 のす べ てが猛 禽 類 のペ レ ッ トと し

て得 られ た た め に,こ れ まで に知 られ てい なか った本 種 の外 部形 態 につ い て も報 告

す る.

材料と方法

調査 した雄1個 体 は1979年11月18日 に タイ中部のナ コンラチ ャシマ縣サカエラッ

ト(図6>に おいて原 田正史 に よ り採集 され,現 在 は大 阪市立大学医学部実験動物

センターに標本番号3279と して所蔵 され ている.頭 骨や歯冠 の計測値 はノギス を用

いてJenkinsandSmith(1995)の 方法 に よ り0.1ミ リメー トル まで計測 した.核 型標本
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はHaradaandYosida(1978)の 方 法 に した が い,尾 の骨 髄培 養 細 胞 を用 い て,通 常 の

空 気 乾 燥 法 に よ り作 成 した.

結 果

調 査 標 本 の頭 骨 お よ び歯 冠 部 はJenkinsandSmith(1995)に 記 され た複 数 の 定義 形 質,

す な わ ち幅 広 で 角 張 っ た上 顎 頬 骨 突 起,幅 狭 の 眼 窩 間 部,幅 広 で深 い角 突 起,頑 強

な上 顎 お よ び下 顎 第1切 歯,他 の単 尖 歯 に比 べ て大 き く幅広 の上 顎 第1単 尖 歯,単

一 咬 頭 に短 縮 した下 顎 第3大 臼歯 の タ ロニ ドと よ く一 致 した .こ の標 本 は,Jen㎞1s

andSmith(1995)が 示 した ヒ ル ジ ネズ ミの他 の記 載 に も一 致 し,し た が っ て ヒル ジ ネ

ズ ミ と同定 され た.頭 骨 計 測 値(単 位,ミ リメー トル)は,頭 骨 最大 長22.8,上 顎

歯 列 長10.1,第2大 臼 歯 部 上 顎 幅7.4,眼 窩 間部 幅4.5,脳 函 幅9.9,第1切 歯 を除 い た

下 顎 長115,下 顎 高5.8で あ り,こ れ らは第2大 臼歯 部 上 顎 幅以 外 はJen㎞sandSmith

(1995)が 示 した ヒル ジ ネ ズ ミの変 異 内 で あ っ た.第2大 臼歯 部上 顎 幅 は原 記 載

(6.0-7.2ミ リメ ー トル,Jen㎞sandSmith1995)よ りもやや 大 きか っ た.上 顎 幅 に

対 す る眼 窩 間幅 の比 率(60.8%)は ヒル ジネ ズ ミの原 記 載 の範 囲 内(60.5-70.5%)

で あ り,ジ ャ コ ウ ジ ネズ ミ(68.3-77.7%)や ス ス イ ロ ジネ ズ ミ(65.7-75.4%)

(JenkinsandSmith1995)よ りは小 さか っ た.

外 部 形 態 は エ タ ノ ー ル に保 存 され た状 態 で調査 した.頭 骨 はす で に除去 されて い

た の で全 長 は計 測 で きな か った.尾 には多 数 の長 毛 が そ の基 部 お よそ85%に 認 め ら

れ た.長 毛 は もっ と も長 い もの で は7ミ リメ ー トル 以上 で あ った.後 足 長 は爪 な し

で14.3ミ リメ ー トル,爪 を含 め て15.0ミ リ メー トル で あ り,前 足 長 は爪 な しで9.8ミ

リ メー トル,爪 を含 め て10.4ミ リメー トル で あ った.エ タ ノー ル 中 に保 存 され てい

る 毛 の 色 彩 は一 様 に暗褐 色 で,吻,耳,前 後 足,尾 は よ り明 るか っ た.

調 査 標 本 で は,35の 中期 分 裂 像 が観 察 され,そ の通 常核 型 を図7に 示 した.通 常

核 型 は観 察 した全 細 胞 で4対 の 中部 あ る い は次 中部 動 原 体 型(番 号1-4),3対

の次 端 部 動 原 体 型(番 号5-7),そ して17対 の端 部 動 原 体 型(番 号8-24)か ら

な っ て い た.Xお よ びY染 色 体 は,そ れ ぞ れ最 大 の次 中部 動 原 体 型 と最小 の次 端 部

動 原 体 型 で あ った 。 したが っ て,染 色 体 数 お よび 染色 体 総 腕 数 は,そ れ ぞ れ50と66
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で あ っ た.

考 察

Hutterer(1993)は タイ か ら5種 の ジ ネ ズ ミ類(ス ス イ ロ ジ ネズ ミ,ジ ャコ ウジ ネズ

ミ,プ ル ラ ー タジ ネズ ミ,ヤ マ ジ ネ ズ ミ,オ ナ ガ ジ ネズ ミ)を 認 め,後 にJen㎞1s

andSmith(1995)は タイ東 北 部 か ら新 種 と して ヒル ジ ネズ ミを記 載 した.こ れ らの う

ち,ヒ ル ジ ネ ズ ミは形 態 学 的 に は プル ラー タ ジネ ズ ミ,ヤ マ ジネ ズ ミ,オ ナ ガ ジ ネ

ズ ミか らは そ の大 型 の頭 骨 に よって,ス ス イ ロジ ネ ズ ミ とジ ャ コ ウジ ネズ ミか らは

主 と して頭 骨 の形 状 に よ って 区 別 で きる(JenkinsandSmith1995)こ れ らの タイ

の ジ ネ ズ ミ類 の う ち,核 学 的研 究 が行 われ たの は,マ レー半 島産 ス ス イ ロ ジ ネズ ミ

(染 色 体 数40,染 色体 総 腕 数56,Ruedie`aL1990,RuediandVogell995),タ イ産 ヒ

ル ジ ネ ズ ミ(染 色 体 数50,染 色 体 総 腕 数66,本 章),台 湾 産 ジ ャコ ウジ ネ ズ ミ(染

色 体 数40,染 色 体 総 腕 数,第2章),イ ン ド産 オ ナ ガ ジ ネズ ミ(染 色体 数38,染 色

体 総 腕 数54,KrishnaRao2mdAswathanarayana1978)の4種 で あ る.こ れ らの結 果 か

ら,タ イ にお い て ヒル ジ ネ ズ ミが 同様 の大 き さを もつ ス ス イ ロジ ネズ ミや ジ ャコ ウ

ジ ネ ズ ミ,よ り小 さな オ ナ ガ ジ ネ ズ ミ と核 学 的 に分 化 してい る こ とが 示唆 され る.

土 屋 ほか(1979)は タ イ 中部 ロブ リ縣 のAmphourMaungで 採 集 した1個 体 の雌 に よ

り 「ジ ャ コ ウ ジ ネ ズ ミCaf`eη ロa副 の核 型 を染 色 体 数50,染 色 体 総 腕 数66と 報 告 し

た が,彼 らが 同定 の根 拠 に用 い たLekagulandMcNeely(1977)は ス ス イ ロジ ネズ ミと

ジ ャ コ ウ ジ ネズ ミを混 同 して い た こ とが後 に明 らか に され た(HeaneyandTi㎜

1983).性 染 色 体 は標 本 が雌 で あ った た め に同定 され て い な い.す で に第2章 で議 論

した よ うに,こ の核 型 は台 湾 産 ジ ャ コ ウ ジ ネズ ミの もの(染 色 体 数40,染 色 体総 腕

数56)と は明 らか に異 な る.こ れ は土 屋 ほか(1979)の 誤 同定 に よる もの で あ ろ う.

土 屋 ほ か(1979)に よれ ば,こ の染 色 体 数50の 核 型 は6対 の 中部 あ るい は次 中部 動 原

体 型,2対 の 次 端 部 動 原 体 型 そ して17対 の端 部動 原 体 型 か ら構 成 され る.こ の核 型

の 最 大 お よ び最小 の 中部 あ る い は次 中部 動 原 体 型 染色 体 の そ れ ぞ れが,こ こで示 し

た ヒル ジ ネ ズ ミのX染 色 体 と最 小 の次 端 部 動 原 体 型 の対(番 号7)に 相 同 に見 える

こ とか ら,土 屋 ほか(1979)の 核 型 は ヒル ジ ネ ズ ミの もの に非 常 に類 似 して い る.土
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屋 ほか(1979)の 同 定 の 再 確 認 の ため に,そ の標 本 の形 態 学 的 再調 査 が必 要 で あ る.

ヒ ル ジ ネ ズ ミの核 型 は これ ま で に 旧北 区 や 東 洋 区 か ら知 られ て きた ジ ネズ ミ属 の

もの とは 異 な っ てい る.MaddalenaandRuedi(1994)の 仮 説 に したが え ば,東 洋 区 一

旧北 区 産 ジ ネズ ミ類 は染 色 体 数38,染 色 体 総 腕 数54-58の 原 始 的染色 体 数 を維 持 あ

る い は減 少 させ た核 型 を持 って い る.一 方 、 ヒル ジ ネズ ミの核 型 はMaddalenaand

Ruedi(1994)の 原 始 的状 態 か らは増 加 した染 色 体 数50で あ り,東 洋 区 一旧北 区産 ジ

ネズ ミ類 の 中 で は大 きな染 色 体 総 腕 数66に よ って も特 徴 づ け られ る.し たが って,

ヒル ジ ネ ズ ミは原 始 的 状 態 か ら染 色 体 数 お よび染 色 体 総 腕 数 の 双 方 を増 大 させ る こ

とに よ り,進 化 して きた と推 察 され る.こ の例 外 的 な核 型 は,染 色 体 総 腕 数 にお い

て は マ レー半 島 のマ レー ジ ネ ズ ミ(Ruedi[1995]の 分 類,染 色体 数38-40,染 色 体

総 腕 数62-68Ruedie'aL1990,MaddalenaandRuedi1994,RuediandVogel1995)に

もっ と も類 似 して い るが,染 色 体 の形 態 は両 者 間 で大 き く異 な る.タ イ周 辺 の ア ジ

ア産 大 陸種(プ ル ラ ー タ ジ ネズ ミや ヤ マ ジネ ズ ミな ど)に つ い て分 染 核 型 を含 めた

核 学 的研 究 を行 う こ とに よ り,旧 北 区 一東 洋 区 産 ジネズ ミ類 の 中 で,ヒ ル ジ ネズ ミ

の 例 外 的 な核 型 が 進 化 した過 程 につ い て再構 成 す る こ とが で きるで あ ろ う
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4.オ リイ ジネズ ミの分類学 的再検討

Kuroda(1924)は 琉 球 列 島の奄 美 大 島 の古 見 で採 集 され た1個 体 の老 雄 に も とづ き,

ニ ホ ンジ ネ ズ ミの新 亜種,オ リイ ジ ネズ ミCrocfdロrad5fηezロm[`orffを 記 載 した .原 記

載 の 中 でKuroda(1924)は,本 亜 種 の毛 の色 彩,尾 の 長 毛 の状 態,4つ の外 部 計 測値

お よび4つ の 頭 骨 計 測 値 につ い て記 した が,頭 骨 の 一般 的形 状 につ い て は,採 集 時

に破 損 した た め記 載 しな か った(Kuroda1924).そ の 後,完 模 式 標 本 は1945年 に戦

災 に よ り焼 失 し(今 泉1961,1962),そ の た め そ の分 類 学 的 位 置 につ い て は見 直 さ

れ る こ と も な く,以 後 の研 究 者 に よ り便 宜 的 にニ ホ ンジ ネ ズ ミの 亜種 と して扱 わ れ

た(Kuroda1938,黒 田1940,今 泉1960).

1960年 に,奄 美 大 島 の湯 湾 岳 か ら採 集 され た ヒメハ ブOvqρ 伍50kf朋veη5f5

(Boulenger,1892)(学 名 はBurgerinHogeandRomano-Hoge1981)の 胃内容 物 と して

オ リイ ジ ネ ズ ミの第2標 本 が得 られ た(木 場1961,1962,今 泉1961).こ の標 本 の頭

骨 は 完 全 に保 存 され て い るが,体 の後 半 部 はす で に消 化 され て失 わ れ てい た(今 泉

1961)こ の標 本 に基 づ い て,今 泉(1961)は オ リイジ ネ ズ ミを独 立種Cα ガとみ な

し,「 背 面 の 毛 が相 対 的 に長 い,明 らか に前 足 の 爪 が長 い,き わめ て短 い(長 くな

く,円 形 で あ る)脳 函 部 を もつ,そ して前 眼 窩神 経孔 と眼窩 部 の前縁 が後 方 に位 置

して い る」 こ とが その 特 徴 で あ る と した.し か しなが ら,今 泉(1961)は ジ ネ ズ ミ類

の分 類 に一 般 的 に用 い られ る多 くの形 質 につ い て は記 載 を行 わ なか っ た.そ の後,

5個 体 の 標 本 が 現 在 ま で に計 測値 と と もに奄 美大 島(鈴 木 小 原1977)と 徳 之 島(今

泉1974)か ら報 告 され て い る.Kuroda(1924)の 原記 載 お よび そ の後 の今 泉(1961)

の記 載 が 不 完 全 で あ っ た た め に,オ リイ ジ ネズ ミの 分類 学 的位 置 づ け は現 在 も混乱

して い る.

オ リイ ジ ネ ズ ミは,今 泉(1961)以 降,多 くの研 究 者 に よ り便 宜 的 に独 立種 と され

た(Abe1967,今 泉1970,Jenkins1976,CorbetandHiH1992,Huttererl993,阿 部1994,

1997)実 際 には標 本 を検 討 して い な いが,Abe(1967)と 阿 部(1994,1997)は,オ リ

イ ジ ネ ズ ミが ニ ホ ン ジ ネズ ミの地 域 変 異 型 で あ る可 能 性 を も示 して い る.Corbet

(1978)は オ リ イ ジ ネズ ミを ニ ホ ンジ ネ ズ ミの新 参 同物 異 名 と したが,一 方,Corbet

andHill(1992)は 今 泉(1961)の 資 料 を引用 して,ニ ホ ンジ ネズ ミ とオ リイ ジ ネズ ミ

20



がそれぞれ旧北区と東洋区に分布する独立種であると考えた.オ リイジネズ ミの標

本 を直接検 討することは,こ の ように混乱 した分類学 的位置 を確定する上で重要で

ある.本 研 究 では,奄 美大 島か ら採 集 され,Kuroda(1924)の 原記載 に基づ きオ リイ

ジ ネズ ミと同定 された1個 体 の形態学的特徴 について詳細 に記載 した.歯 の用語は

Jenkins(1984)に したが った.

オ リ イ ジ ネ ズ ミ

αocfdロraorffKuroda,1924

αlocfdロrad8fηezロmforfZKurodal924:3,Kuroda1938:83,黒 田1940=181,今 泉1960:30.

αoddロraru∬ ロ1aorf孟Elle㎜anandMohsson-Scott1951:81.

Crocfdロraα 五 今 泉1961:17,Abe1967:248,今 泉1970:184,Jenkins1976:302,Corbetand

Hill1992:44,Huttererl993:92,阿 部1994:28,阿 部1997:25.

αrocjdulrads血ez班 η1LCorbet1978:28(inpart).

完 模 式 標 本1922年5月12日 に折 居 に よっ て奄 美大 島古 見,標 高100フ ィー トで採 集

され た黒 田個 人所 蔵 標 本,標 本 番 号836の 雄 の 老成 体(Kuroda1924).こ れ は1945

年 に火 災 に よ り焼 失 した(今 泉1961,1962).

調査標本 国立科学博物館収蔵の雌(NSMT-M31307).1996年3月4日 に戸 田光彦

に よ り奄 美大 島住用村(図8,東 経129度24分,北 緯28度19分,標 高250メ ー トル)

で採集 され た.ホ ルマ リンで固定 された後 にエ タノール中で保存されている.外 部

計 測 や毛 の色彩 はエ タノール に保存 された標本から記録 した.下 顎第1切 歯 の頬側

面 は破損 している.

計 測 値(単 位,ミ リメ ー トル).全 長 か ら尾 長 を差 し引 い て計 算 した頭 胴長65.0,

尾 長42.0,耳 長7.3,爪 を含 め ない後 足 長14.0,爪 を含 め ない前 足 長9.8,前 足 第3指

の爪 長2.5,前 足 第4指 の爪 長2.7,切 歯 を含 む頭 骨 最 大 長20.7,脳 函 幅9.7,上 顎歯 列

長9.3,上 顎 大 臼 歯 部 幅6,1,切 歯 を含 む下 顎 長13.5,下 顎 歯 列 長8.9.
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記載 中型である.背 面 は明 るい褐色,そ の毛は長 く背面中央部 では6ミ リメー ト

ルで,基 部 は灰 色 だが 中間部 や端 部 は褐色 を呈す 腹面は明るい灰色,毛 は明 るい

灰 色 の基部 と褐色 の端部からなる.背 面 と腹 面 は体側 部 において,段 階的 に色彩 が

変化 してい る.耳.前 後足,尾 の背面 は褐色であ り,腹 面 は色 が うす くて側面の境

界 は不 明瞭である.前 足 は大 きく,幅 広 く,そ の爪 は長 く頑強である.尾 はその全

体 が短毛 に覆 われ,基 半部 には長毛が まば らに認 め られる.頭 骨(図9)は 中型で

あ る.頭 骨 の上面 は直線的で,脳 函部 は短 くて中程度 に幅広 く,円 形であ る.吻 部

は幅狭 く,伸 張 してお り扁平 である.眼 窩神経孔 は後方 に位 置す る.下 顎骨 は長 く,

その上行枝 は高 く幅広 である.上 顎第1切 歯 は細 く,そ の後咬頭 は小 さく幅狭 であ

る.3つ の上顎単尖歯 は長 円型 で,第2,第3単 尖歯 は第1単 尖歯 の3分 の2の 高

さであ る.第4上 顎小 臼歯 のパ ラス タイルは小 さく,後 方の縁 はやや湾 曲 し,プ ロ

トコー ンは小 さい 上顎大 臼歯 は幅狭で,上 顎第1切 歯 は長 く,幅 広 である.下 顎

大 臼歯 は頑強 である.

分 布.こ の種 は琉 球 列 島奄 美 諸 島 の 奄 美 大 島(Kuroda1924,木 場1961,鈴 木 ・小 原

1977)お よび徳 之 島(今 泉1974)か ら知 られ てい る,こ れ らの2つ の 島 で は本種 は

同属 の よ り小 型 の ワ タセ ジ ネズ ミ(加ofdロrawa`a3efKuroda,1924と 同所 的 に分 布 して

い る.こ れ らの2種 は 頭 骨 の 大 き さで 明 瞭 に区 別 で きる(頭 骨 最 大 長:オ リイ ジ ネ

ズ ミ,20.7-21.9ミ リメ ー トル,表5;ワ タセ ジ ネズ ミ,16.8-18.6ミ リ メー トル,

表2,第1章)こ れ ら2種 の生 態 的 関係 につ い て は不 明 で あ る.こ れ ら2つ の模

式 産 地 は い ず れ も奄 美 大 島 の100フ ィー トに あ る 「古 見 」 で あ る(Kuroda1924).

比較 ●奄美大島産オリイジネズミと九州および屋久島産ニホンジネズミに見られる

顕著な相違は,図9と 表5に 示 した.オ リイジネズ ミはニホ ンジネズ ミと比べて,

やや大型 の体 サ イズ(頭 胴長,後 足長,前 足長),相 対的 に短い尾,明 らかに大型

の頭 骨 お よび下顎(頭 骨最大長,上 顎歯列長,上 顎大 臼歯幅,脳 函部幅,下 顎長,

下顎歯列長)を もっている.オ リイジネズ ミの前足 は幅広 で,長 く頑丈 な爪を もっ

てい るのに対 して,ニ ホ ンジネズ ミのそれは幅狭 で短い爪をもっている.オ リイジ
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ネズ ミは伸張 して幅狭の吻部,後 方 に位 置す る眼窩神経孔,短 縮 して円形 の脳函部,

そ して大型 の上顎 第2,第3単 尖歯 に よってニ ホ ンジネズ ミと区別される.

結論:オ リイジネズ ミは しば しばニホ ンジネズミの近縁種あるいは地域変異型であ

るとみなされてきたが(例,阿 部1994,1997),ニ ホ ンジネズ ミとは大 きさや多数

の外 部や頭骨形質によって明瞭に異 なっている(図9,表5)こ れ らの相違 か ら

オ リイジネズ ミが独立種であ り,ニ ホ ンジネズ ミに近縁 ではない ことが強 く示唆 さ

れる.

比 較 標 本.ニ ホ ン ジ ネ ズ ミ(図8),KUZ-M865,867-870,1153-1155(九 州 産),

g38,g41,g42,g62-g65,1333,1334(屋 久 島 産),NSMT-M11282,11322,28681,28682

(九 州 産)

考 察

日本 にお け る陸 上 脊 椎 動 物 の2つ の 主 要 な生 物 地 理 区,す な わ ち旧北 区 と東 洋 区

の境 界 は 琉 球 列 島北 部 の トカ ラ諸 島 内 の小 宝 島 と悪 石 島の 問 の トカ ラ構 造 海 峡 にあ

る と考 え られ て い る(図8,黒 田1931,西 田1990,Hikidae`aLl992を 参 照).こ の

境 界 は更 新 世 に形 成 され,そ れ 以 降 ほ とん どの 陸上 動 物 の分布 拡 大 の重 要 な障壁 と

な って きた とさ れ る(木 崎 大 城1977,1980)ニ ホ ンジ ネズ ミの分 布 域 は この境

界 よ り北 に位 置 して い る(例,阿 部1994).一 方,オ リイ ジ ネズ ミの分 布域(奄 美

大 島 と徳 之 島)は この境 界 の南 側 に位 置 して い る(図8)本 研 究 で,奄 美 大 島産

オ リ イ ジ ネ ズ ミ と九 州 お よび屋 久 島 産 ニ ホ ンジ ネズ ミの 間 の顕 著 な違 い が確 認 され

た(表5>.こ の結 果 か ら,こ れ ら2種 が 異 な る起 源 を もつ こ と も考 え られ,ト カ

ラ構 造 海 峡 が ジ ネ ズ ミ類 にお い て 重 要 な障 壁 とな って い る こ とが示 唆 され る.

トカ ラ構 造 海 峡 の 南 北 双 方 に分 布 してい る非 飛 翔 性 哺 乳 類 は,ク マ ネ ズ ミRa伽5

`aηezロmfTemmhlck,1844,ド ブ ネズ ミR.ηorγe8fcu5(Berkenhout,176g),ハ ッ カ ネズ

ミ.Mロ5mロ5cロ1ロ5Limaeus,1758(金 子1994,MusserandCarletonl993の 分類),イ ノ

シ シ3ロ∬ σro角Limaeus,1758(三 浦1994)の4種 で あ る.こ れ らは広 域 分布 種 で あ
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り,大 陸 で も旧 北 区,東 洋 区双 方 か ら知 られ てい る(金 子1994,三 浦1994)一 方

で,ト カ ラ構 造 海 峡 の南 にあ る奄 美 諸 島の 残 りの 陸 上 哺乳 類 は オ リイ ジ ネズ ミ,ワ

タセ ジ ネズ ミ,ア マ ミ トゲ ネズ ミTo初dafao5fmeη8f3(Abe,1934),ケ ナ ガ ネズ ミ

D更ρ10`hがxlega孟a(Thomas,1906),そ して アマ ミノ ク ロ ウサ ギPe刀fala8ロ5血me∬f(Stone,

1900)で あ る(阿 部1994,石 井1994,金 子1994)こ れ ら5種 は奄 美 諸 島 あ るい は琉

球 列 島 中部(=奄 美 諸 島 と沖 縄 諸 島)に 固有 で あ り,後 の3つ は この地 域 の 固有 属

で あ る(Hoffmann1993,MusserandCarleton1993)こ れ らの結 果 は,ト カラ構 造 海

峡 が,陸 上 哺 乳 類 にお け る2つ の 生 物 地 理 区 の 重 要 な境 界 で あ る との仮 説 に合 致 し

て い る.今 後 は,こ れ らの 起 源 を正確 に さ ぐる ため に,琉 球 列 島 中 部 の 固有 哺乳 類

の,よ り詳 細 な分 類 学 的 検 討 が 行 われ る こ とが 期待 され る.
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5.ア リサ ンケム リ トガ リネズ ミの分類学的再検討

Thomas(1913)は 台 湾 中部 の阿 里 山 か ら タイ ワ ンケ ム リ トガ リネズ ミ50沈 ロ1H8

血mfdロ5と ア リサ ンケ ム リ トガ リネ ズ ミα10d8fgoa50dalf8と して ケ ム リ トガ リネズ ミ

ト
類2種 を新 種 記 載 した.αiod5fgoaKastchenko,1907と 珈f∫o廊 ロ1ロ∫Ellemlanand

Morrison-Scott,1951はEllermanandMorhson-Scott(1951),Hof㎞am(1986),Corbet

andHill(1992)とHutterer(1993)に よっ て50沈 ロ1ロ5Blyth,1854の 亜 属 と して扱 われ て

お り,こ こで は便 宜 的 に この見 解 に したが っ たが,こ れ ら2つ はRepenning(1967)や

JamesonandJones(1977)な ど に よ り独 立 属 と され る こ と もあ る.こ れ ら3亜 属(ま

た は属)間 に見 られ る外 部,頭 骨,歯 冠 形 態 の違 い は,Elle㎜anandMorrison-Scott

(1951),Repeming(1967),Hoffmann(1986)に よ り報 告 され て い る.な お,タ イ ワ ン

ケ ム リ トガ リネズ ミは,Elle㎜anandMordson-Scott(1951)以 降 は珈f50伽1u5属 ない

し亜 属 に含 め られ て い る(Repenning1967,JamesonandJonesl977,Hof㎞annl986,

CorbetandHill1992,Hutterer1993)

タ イ ワ ンケ ム リ トガ リ ネズ ミは多 数 の標 本 が知 ちれ て い るが,ア リサ ンケ ム リ ト

ガ リネズ ミは毛 皮 の な い1点 の頭 骨 しか 知 られ て お らず,こ の頭 骨標 本 に基 づ い て

記 載 され た もの で あ る(Thomas1913).ア リサ ンケ ム リ トガ リネズ ミの完模 式 標 本

は3本 の 上 顎 単 尖 歯 を持 ち,4本 の タ イ ワ ンケ ム リ トガ リネズ ミ とは異 な ってい る.

しか しなが ら.タ イ ワ ンケ ム リ トガ リネズ ミの 第4小 臼歯 は他 の3本 に比 べ て きわ

め て小 さ く,し ば しば欠 失 す る(花 村 ほか1980,Hoffmam1986)さ らに,1913年

に完 模 式 標 本 が採 集 され た以 降 は,ア リサ ンケ ム リ トガ リネ ズ ミの標 本 は得 られ て

い ないEllemlanandMorrison-Scott(1951)は ア リサ ンケ ム リ トガ リネズ ミの地位 を

未 確 定 の ま ま に した.そ の 後,JamesonandJones(1977)とHoffm㎜(1986)は 完 模 式

標 本 の頭 骨 を,タ イ ワ ンケ ム リ トガ リネズ ミの異 常 型 標 本 とみ な し,前 者 を後者 の

新 参 同 物 異 名 と して扱 っ た.CorbetandHill(1992)は ア リサ ンケ ム リ トガ リネズ ミの

完 模 式 標 本 の頭 骨 とタ イ ワ ンケ ム リ トガ リネ ズ ミの頭 骨 の 間 に は,い くつ か の質 的

相 違 が あ る こ と を発 見 したが,ア リサ ンケ ム リ トガ リネズ ミは1点 の頭 骨 の み であ

る こ とか ら,ア リサ ンケ ム リ トガ リネ ズ ミ を便 宜 的 に タイ ワ ンケ ム リ トガ リネ ズ ミ

の 同物 異 名 の ま まで残 した.最 近 に な っ て,Yu(1993)は タ イ ワ ンケ ム リ トガ リネズ
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ミとは異なる2点 の標本 を採集 し,そ れ らが ア リサ ンケ ム リ トガリネズミではない

か と考 えた.Hutterer(1993)は ア リサ ンケム リ トガ リネズ ミをタイワンケムリトガリ

ネズ ミに含めたが,「 現在,追 加標本が50dalf5の 独立性 を示唆 してい る(Hof㎞ann

私信)」 と言及 してい る.本 研究 では,台 湾の山間部 でのア リサ ンケム リトガリネ

ズ ミの再発見 を報告 し,追 加標本 に基 づいて本種 の特徴 について詳細 に記述 した.

材料 と方法

台湾の南投縣か ら採集 され,完 模式標本 に基づ きア リサ ンケムリ トガリネズ ミと

同定 された4点 の追加標本 の調査 を行 った.こ れ らの うち,2点 は干宏燦 によ り樂

樂小屋 か ら,1点 は鄭錫奇 によ り翠峰 か ら,1点 は方引平 に より東哺 か ら採集 され

た(図10).は じめの3点 はエ タノール中 に保存 されてお り,頭 骨 は除肉 され乾燥

標 本 として保管 されている.最 後 の1点 は乾燥頭 骨標本 と毛皮剥製標本 として保管

されている.新 鮮 な状 態で外 部計測 を,体 重(単 位,グ ラム),頭 胴長(直 接計測

あるいは全長 か ら尾 長 を差 し引 くことにより計算),尾 長,後 足長(爪 を含 め

る),耳 長 につい て行 った.頭 骨 につ いては,頭 骨基底長,脳 函部最大幅,眼 窩 間

幅,脳 函 部高,上 顎歯列長,上 顎 第1切 歯長,上 顎第4小 臼歯 前縁 か ら上顎第2大

臼歯後縁 まで の長 さ,下 顎 関節頭 か ら第1切 歯先端 までの下顎長,第1切 歯先端 か

ら第3大 臼歯後縁 までの下顎歯列長,下 顎関節突起部下顎高 の10部 位 を,ノ ギス を

用 い て0.1ミ リメー トル まで計測 した.

ロン ドンの自然 史博物館(旧 大英 自然史博 物館)に 所蔵 されているアリサ ンケム

リ トガリネズミの完模式標本(標 本番 号BM(NH)12.11.23.2)の デー タはP.D.Je曲s

よ り提 供 された写真 か ら得 た.歯 の用語 はJenkins(1984)に したがった.

ア リ サ ン ケ ム リ トガ リネ ズ ミ

30ゼ ω1ロ5(α 】od5f80a)50dalf8(Thomas,1913)

α10d5f80a50dalf5Thomas1913:216,EllemlanandMorrison-Scott1951:61.

βpf50ガ ω1ロ5血1ηfdロ8JamesonandJones1977:474(inpart).
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30㎡cロ1ロ5(恥f80rfcロ1ロ8)血mldロ5Hoffmannl986:468(inpart),CorbetandHilll992:32(in

part),Hutterer1993:123(inpart).

50rた ロ1ロ5sp.Yu1993=418.

完 模 式 標 本:自 然 史博 物館 所 蔵,標 本 番 号 はBM(NH)12.11.23.2,台 湾 中部 の阿 里 山

(=嘉 義 縣 阿 里 山,北 緯23度31分,東 経120度47分)で 採 集 され た成 体 の頭 骨 標 高

8,000フ ィ ー ト,WGoodfellow氏 に よ り採 集.

計測値'表6

種の記載:頭 胴長65.0-71.0ミ リメー トル,尾 長64.0-73.0ミ リメー トル,体 重約5

グ ラムの,小 さ く,ほ っそ りとしたケ ム リ トガ リネズ ミである(図11)体 部 は長

毛(背 面 中央部 で4-5ミ リメー トル)で 覆 われ,冬 毛では,黒 暗灰色 の背面,暗

褐色 の腹 面 を もち,背 腹 面の境界 ははっ き りしない.吻 部 は暗灰色 で長 い長毛が認

め られ る.尾 はオ リー ブブラウンで相対 的 に長 く,頭 胴長 とほぼ同 じである.尾 の

環 は明瞭 に認 め られ,前 後足 は相対 的 に長 く,明 るい色 を示 し,短 い 白色毛 で覆 わ

れ る.耳 は大 きい.

頭 骨 と下顎 は図12に 示 した.側 面か ら見 た頭骨上面は眼窩部でやや湾曲 している.

脳函 部 は幅狭 で扁平,眼 窩下孔 を覆 う上顎骨 は幅広,吻 部は幅広,口 蓋骨の後縁 は

直線 的 で幅広 で,ラ ムダ縫合や矢状縫 合 はあ ま り隆起 していない.下 顎 は相対 的に

長 く,上 行突起 は低 く湾 曲 し,大 きな関節突起 を もつ.

上顎 には左 右 それぞれ8本 の歯 を もち(図13),咬 頭 の先端 は赤色 を呈す る.上 顎

第1切 歯 の前咬頭 は細 く前方 に突 出 し,後 咬頭 は小 さ く幅狭 である.3本 の単尖歯

(第4単 尖歯 は欠如)は 高 さが類似 し,咬 合面か ら見 る と第 ユ単尖歯 は,第2.第

3単 尖歯 よ りも幅広 であ る.上 顎第4小 臼歯のパ ラス タイルは明瞭 で,頬 側 面か ら

見 た高 さは第3単 尖歯 にほぼ等 しい.上 顎第4小 臼歯 の タロンは遠心舌側 的 に延長

して幅狭で,そ の後縁 は幅広 で深 く湾 曲 し,小 型の プロ トコー ンは近心舌側的には

延長せず,幅 狭 のデ ィス トス タイルは第1大 臼歯 と先端 だけで接す る.第1,第2

大 臼歯 の タロ ンは遠心舌側 的 に延長 しメタス タイルの位置 を越え,後 縁 は幅広でや

27



や湾曲す る.第1大 臼歯 は第2大 臼歯 よ りもやや大 きい一第3大 臼歯 は短縮 し,メ

タ コー ンは後 方 に伸張 しない.

下顎 には左 右 それぞれ6本 の歯 を もち(図12),下 顎第1切 歯 は短 く,や や 曲が り,

後方 のへ りに明瞭 な咬頭 を発 達 させなが ら先端 に向かって徐 々に細 くな り,舌 側 の

エ ナ メル伸 張 は下顎 第2切 歯 の プロ トコニ ドの位置 まで達 し,側 面 の伸張 は下顎第

2切 歯 の後縁 の位置 まで達 す る.下 顎 第2切 歯 は近遠心 的にやや長 くな り,遠 心舌

側 隆起 をあ ま り発達 させず にプロ トスタイリ ドをもたない、下顎第4小 臼歯の プロ

トス タイ リ ドは後方 隆起上に存在 し,発 達 した遠心舌側 隆起 にはメタコニ ドが認め

られる.下 顎 第1,第2大 臼歯 は咬合面か ら見 る と相対 的に短 く,舌 側 あるいは頬

側 の歯帯 は弱 く発達する.下 顎第3大 臼歯の タロニ ドお よび タロニ ドベイスンは近

遠心的に短縮する.

比 較:ア リサ ンケ ム リ トガ リネズ ミは タイワンケムリトガリネズミと混同されて き

たが,こ れ ら2種 間 には多 くの相違点が見 いだ された(表6,図12,13).外 部形

態で は,本 種 は タイワ ンケム リ トガ リネズ ミに比べて,頭 胴長 とほぼ同等 にも及ぶ

非 常 に長 い尾(タ イワ ンケム リ トガ リネズ ミではお よそ65%),大 型の後足 と耳,

よ りほっそ りとした体 を もっている.ア リサ ンケム リ トガリネズ ミの尾 は,短 くま

ば らな毛 で覆われてお り,尾 の環 ははっ き りしている.そ れ に対 して,タ イワンケ

ム リ トガ リネズ ミの尾 は多数の短毛に覆われ,環 ははっ きりしていない.

頭 骨や歯冠形態 にお いて も,本 種 は上顎第4単 尖歯の欠如,上 顎第4小 臼歯,第

1,第2大 臼歯 の よ り湾 曲 した後縁,上 顎第1切 歯 の よ り長 く,よ り細 く,明 確 な

か ぎ状 の前咬頭 と相対 的 に小 さな後咬頭,そ して よ り扁平 な脳函部 に よってタイワ

ンケムリ トガリネズ ミと明瞭に区別することができる.こ れ らは,50rlcロ1u5亜 属お

よびβρf50rゴcロ1ロ5亜属 に対 す る(=hod5f80a亜 属 の派生形質 と見 なされている(Hoffmann

1986),本 種 は さ らに,短 く幅広 の口蓋部,幅 狭 の脳函部,相 対 的 に長 い単尖歯列,

あ ま り発 達 してい ない上顎第4小 臼歯 のプ ロ トコー ン,上 顎第1,第2大 臼歯の幅

狭 の タロ ン,上 顎第3大 臼歯 の よ り短縮 したメ タコー ン,低 くて よ り湾 曲 した下顎

上行枝,そ して下顎大 臼歯 のあ ま り発 達 していないパラコニ ドによってタイワンケ

ム リトガリネズ ミか ら区別で きる.
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分 布 台 湾 の 山岳 部(標 高1,560-2,438メ ー トル)か ら知 られ,翠 峰(標 高2,300メ ー

トル)や 阿 里 山(標 高8,000フ ィー ト=2,438メ ー トル,Thomas1913)で タ イ ワ ンケ

ム リ トガ リネ ズ ミ と同所 的 に分布 す る.

調 査 標 本 ア リサ ンケ ム リ トガ リネ ズ ミ50沈 ロ1ロ3(α10d3f80a)50da1/5:台 湾 南投 縣 信

義 郷 樂 樂小 屋,八 通 關古 道5.5キ ロメ ー トル地 点,標 高1,560メ ー トル(東 経120度55

分,北 緯23度30分).MVZ181108(雌),181115(雄)(Yu1993が30rfcロ1ロ5sp.と して報

告);台 湾 南 投 縣信 義 郷 東哺,八 通 關古 道65キ ロ メー トル地 点,標 高1,560メ ー トル

(東経120度55分,北 緯23度30分):NTUZM-FS6001(雌);台 湾 南 投 縣 仁 愛郷 翠 峰,

標 高2,300メ ー トル(東 経121度12分,北 緯24度06分)'TESRI-M55(雌);タ イ ワ ン

ケ ム リ トガ リネ ズ ミ50エゴcロ1u8(恥f50㎡cロ1ロ3)血mfd・8●台 湾 南 投 縣仁 愛郷 翠 峰,標 高

2,300メ ー トル(東 経121度12分,北 緯24度06分):TESRI-M56(雌),57(雌),58(雄),

KUZ-M995(雄).
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結 語

ここでは,東 洋区 における トガ リネズ ミ科 数種の分類学的問題点を解決すること

がで きた.ま ず第一 に,こ れまで分類学 的検討 がほ とん ど行われてこなかった琉球

列島の2種,ワ タセジネズ ミとオ リイジネズ ミがいずれも独立種であり,こ れ まで

い われてい た ようにそれぞれがオナガジネズ ミ,ニ ホ ンジネズ ミの亜種 で ないこ と

を明らかにした.不 明確 であった種 の地位 を確 定 したことで,今 後それ らの系統関

係 の解析 が行 われることが期待 される.ま た ワタセジネズ ミで行 った性 的二型や齢

変異の検討は,こ れ まで トガ リネズ ミ類 ではほ とんど行われてこなかった解析であ

り,他 の トガ リネズ ミ類 の変異 を考察する上での基礎的資料 として有用であると思

われる.ま た,ジ ャコウジネズ ミや ヒル ジネズ ミでは,こ れまで混乱 して きた分類

学 的問題 点を主に核学的に再検討 したほか,ジ ネズ ミ類 の核型進化 について も議論

した.す で にのべ た ように,東 洋区や旧北区の ジネズ ミ類 は染色体数が38の 原始的

核型 か ら,染 色体数 を維持 あるいは減少 させて進化 してきたとされる.こ の仮説は

ジ ャコウジネズ ミにはあてはまったが,タ イの ヒルジネズ ミで は全 く違 い.後 者で

は染色体 数や染色体総腕 数が原始的 とされる核型に比べて増加 してきたと考えられ

た.と ころで,東 洋 区 において これ まで核 型が明らかにされてきたのは,主 に島喚

に分布 す る種 であ り,大 陸 に産す る種 の核型 は数種 で知 られているだけである.し

たが って,多 くの大 陸種 の核型 を明 らか に した上で,ヒ ルジネズ ミの核型進化 につ

いて再評価することが今後は望まれる.ま た,こ れ までの核型解析 には標本 の種同

定が誤 っているものが含 まれていたことから,今 後 は本研究 で行 ったような形態学

的手法 による正確な同定が重要であろう ケムリ トガリネズ ミ属2種,す なわちア

リサ ンケム リ トガ リネズミとタイワンケムリ トガリネズミの解析では,ア リサ ンケ

ム リ トガ リネズ ミが独立 した種であることを示 した.今 後 は,ケ ムリ トガリネズ ミ

属 各種 の系統 関係 について明らかに し,亜 属 の分類 の再検討 を行 う必 要がある.ト

ガ リネズ ミ科 は,哺 乳類 の中で も種数 において多様性に富んでいる分類群の一つで

あ り,本 研究 を もとに今後 は,東 洋 区における トガ リネズ ミ科の種分化や生物地理

の議論 へ と大 きく発展 させていきたい.
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図1琉 球 列島中部 における本研 究 で用いたワタセジネズミの標本産地.
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側 面,下 顎 の舌側面,外 側面 を示 した.ス ケ ール は5ミ リメー トル.



図13.ア リサ ンケム リ トガ リネズ ミ(上=国 立台湾大学動物学博物館所蔵 ,標 本番号
FS6001)と タイワンケム リ トガ リネズ ミ(下:京 都大学大学院理学研 究科動物

学 教室所蔵,標 本 番号999)の 左側上顎歯 列.ス ケール は2ミ リメー トル.



表1.沖 縄島産ワタセジネズミの成体ならびに亜成体の外部,

歯冠計測値.
頭骨および下顎,

亜成体 成体 差異

計測項目

数平均値 標準偏差 変異幅 数 平均値標準偏差 変異幅 変動係数 ρ値

頭胴長

尾長

耳長

後足長

前足長

頭骨最大長

吻幅

脳函幅

上顎幅

上顎歯列長

上顎大臼歯列長

下顎長

下顎高

下顎歯列長

下顎大臼歯列長

第1大 臼歯頬側近遠心径

第1大 臼歯舌側近遠心径

第1大 臼歯近心頬舌側径

第1大 臼歯遠心頬舌側径

第2大 臼歯頬側近遠心径

第2大 臼歯舌側近遠心径

第2大 臼歯近心頬舌側径

第2大 臼歯遠心頬舌側径

第3大 臼歯頬側近遠心径

第3大 臼歯舌側近遠心径

第3大 臼歯近心頬舌側径

第3大 臼歯遠心頬舌側径

第1大 臼歯近遠心径

第1大 臼歯トリゴニド頬舌側径7

第1大 臼歯如ニド頬舌側径

第2大 臼歯近遠心径

第2大 臼歯トリゴニド頬舌側径7

第2大 臼歯タロニド頬舌側径

第3大 臼歯近遠心径

第3大 臼歯トリ丁ニド頬舌側径7

第3大 臼歯如ニド頬舌側径

763712.80(59.0-67.0)

751.211.85(48.5-53.0)

77.511.41(5.35-8.75>

710.890.63(10.00-11.85}

46.980.48(6.30-7.45)

617.530.23(17.20-1790)

72.010.09(1.90-2,20)

67.960.22(7,70-8.30)

75.460.15(5.15-5.60)

77.650.09(7,51-7.78)

73.050.07(2.96-3.15)

710.770.16(10.50-11.00)

63,930.08(3.90-4.10)

77.160.10(7.04-7.30)

73.590」1(3.47-3.75)

71,370.04(t309-t413>

71,290.07(t220-1.403)

71.330.04(1.282-1.399)

71.630.09(1.539-1.805)

7t180.03(1.116-t215)

71.150.04(1.100-1.217)

71.560.06(t504-1.690)

71.390.08(t313-1.554)

70.540.05(0.477-O.633)

7α470.13(0.308-0.627)

71.160.06(1.103-t239)

70,640.09(0.543-0.774)

7t300.04(1.233-1.360)

0.900.03(0.863-0.937)

70。990,03(0.961-1.043)

71.210.03(1.177-t267)

0,870.05(0.806-0.935)

70.870.02(0.846-0.900)

71.070,04(1.025-t124)

0.650.05(0.603-0.754)

70.420.04(0,361-0.462)

2766.003.99

2654.083.08

278,430.52

2711.730.40

257.250.29

2718.150.34

272.060.10

278.130.16

275.620.13

277.850.22

273.120.09

2711.140.26

274.100.16

277.340.20

273.680.09

27t420.05

271.330.06

271.360.06

27t680.07

271.210.05

271.190.05

271.580.06

271、410.06

270.530.06

27α440.07

271.200.07

27α660.06

271.340.04

27α940.06

271,010.07

271.240.04

270.900.04

270.880.05

271.100.05

270.680.04

270.450.03

(54.5-74.0)

(47.0-60.0)

(7.00-9.55)

(1α85-12.25)

(6.70-7。70)

(17.40-18.80)

(1.80-2.25)

(7.85-8.45)

(530-5.85)

(7.40-8βO)

(2.92-3.23)

(10.60-11.70)

(3.80-4.40)

(6.92-7.76)

(3.51-3.86)

(1.335-1.491)

(1.194-1.430)

(1.251-1.487)

(1.573-1.832)

(1.073-1.296)

(1.068-1.307)

(t494-t693)

(t332-t603)

5

0

7

1

0

7

5

7

1

0

8

3

0

2

5

2

1

1

7

3

0

0

6

ゆ

7

1

4

0

8

8

9

3

8

8

3

9

7

4

β

。
5

4

」

」

2

B

'
2

6

5

a

3

紘

t

鳳

t

2

2

2

2

3

2

2

3

4

4

4

4

4

3

4

(0,404-0.638)1t32

(0.301-0.603)15.91

(tO90-1.342)

(0.541-0.773)

(1.251-1.412)

(0.815一 で.076)

(0.721-1.097)

(1.150-t289)

(OB13-0.975)

(0.666-O.942)

(0.972-1.194)

(0.624-0.771)

(0376-0.507>

5.83

9.09

2.99

6.38

6.93

3.23

4.44

5.68

4.55

5.88

6.67

ns

O.027

ns曹

く0,001

ns

<0,001

ns

O.032

0.008

くO,OO1禽

ns

O.001

0.018

0,031

0.030

0.007

nS

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns

ns曹

ns

ns

ns

ns

ns肯

ns

ns

ns費

ns

ns

ns

★これらの変呈 は異分散であ
ったためにAspin-Welchのt検 定 を用いて比較 した,



表2.ワ タセジネズミ6島 喚個体群の外部,頭 骨および下顎計測値の平均値,標 準偏差,変 異幅(括 弧内).

計測項目 奄美大島 徳之島 沖永良部島 与論島 沖縄島 伊江島

平均値 標準偏差.N平 均値 標準偏差.N平 均 値 標準偏差.N平 均値 標準偏差.N平 均値 標準偏差.N平 均 値N

頭胴長

尾長

耳長

後足長

前足長

頭骨最大長

吻幅

脳函幅脅

上顎幅

上顎歯列長

上顎大臼歯列長

下顎長

下顎高

下顎歯列長

下顎大臼歯列長

65,14.51

(55.5-72.5)

47.8ab3.04

(41.5-54.5)

7.89abO.68

(6.35-9.20)

10.80abO.75

(9.70-12.45)

6.96aO.50

(6.10-8.05)

17.72aO.43

(16.80-18.60>

2.070.13

(1.85-2.35)

7.87aO.20

(7.45-8.15}

5.42aO.14

(5.10-5.70)

7.690.20

(7.35-8.18)

3.03aO.09

(2.81-3.26)

10,81aO.28

(10.30--1125)

4.070.12

(3.85-4.30}

7.13aO.16

(6B2-7.53)

3.59aO,1雪

(3.43-3,89)

7

4

6

6

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

68.02.9713

(63.5-73.5)

49.8cd3.2213

(42.5-54.5)

8」40.5613

(7.15-9」0)

11.15cdO.7013

(10.25-12.20)

6.81bO.5813

(590-7.85}

17.870.3216

(17,20-18.40)

2.040.1016

(1.85-2.20)

8.030.0916

(7.90-8.20}

5.530」316

(5.30-5.80)

7.780.1816

(7.48-8.08)

3.070.0816

(292-3,20)

10.86bO.2916

(10.20-11.25)

4.070.1116

(3BO-4.30)

7.17bα2016

(6.79-7.49)

3.59bO.1116

(3.41-3.77}

65.53.65

(61.5-73.0)

53.1ac2.96

(49.5-60.0)

8.58aO.57

(7.80-9.70)

11.84acO.63

σ0.75-13.00》

7.41abO.38

(6.90-8.40)

18.040.54

(17.10-19.05)

2.020.12

(1.85-2.20}

8.010.15

(7.65-8.25}

5.44bO.15

(5.20-5.65)

7.790.23

(7.30-8.24)

3.040.11

(2。87-3.27)

11.050.36

(10.30-11.60)

4」10.16

(3.80-4.40)

7.240。23

(6.67-7.54}

3.590.10

(3.40-374)

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

i
塵

イ
ー

4
1

己ー

-

i
■

1

1

1

<
1

1

4-

1

41

1

64.5-

53.84.60

(50,5-57.0}

8.230.11

(8.15-8.30}

1t700.42

σ1.40-12.00}

7.800.57

(7.40-8.20)

18.000.28

(17.80-18.20)

2.030.04

(2.00-2.05)

7.950.21

(7.80-8.10)

5.400.28

(5.20-5.60)

7。64α11

(7.56-7.72)

2.940.07

(2.88-2.99)

11.000.28

(10.80-11.20}

405007

(400-410》

712001

(711-712}

350007

(345-354)

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

66.03.99

(54.5-74.0)

54.1bd3.08

(47.0-60.0)

8.43bO.52

(7.00-9.55)

11.73bdO.40

(10.85-12.25)

7.250.29

(6.70-7.70)

18.15aO.34

(17.40-18.80)

2.060.10

(1.80-2.25)

8.13aO.16

(7.85-8.45}

5.62abO.13

(5.30-5.85)

7.850、22

(7.40-8.30)

3.12aO,09

(2.92-3.23)

11.14abO.26

(10.60-11.70)

4.100.16

(3BO-4.40)

7.34abO.20

(692-7.76)

3.68abO.09

(351-3.86)

7

6

7

7

5

7

7

7

7

7

7

7

7

7

7

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

i
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1

1

41

1

1

1

1

1

1
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1

1

1
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a-d同 じ文字がTukeyま た はDunnの 多 重比較により,危 険率5%未 満 で平均値に有意差が認め られた組み合わせ を示す.



表3.奄 美 大島,徳 之島,沖 永良部島,沖 縄島産 ワタセジネ

ズ ミの29形 態計測値 に基 づ く標準化正準判別係数.

形質 第1成 分 第2成 分 第3成 分

寄与率

累積寄与率

頭胴長

尾長

耳長

後足長

前足長

頭骨最大長

吻幅

脳函幅

上顎幅

上顎歯列長

上顎大臼歯列長

下顎長

下顎高

下顎歯列長

下顎大臼歯列長

第1大 臼歯頬側近遠心径

第1大 臼歯舌側近遠心径

第1大 臼歯近心頬舌側径

第1大 臼歯遠心頬舌側径

第2大 臼歯頬側近遠心径

第2大 臼歯舌側近遠心径

第2大 臼歯近心頬舌側径

第2大 臼歯遠心頬舌側径

第1大 臼歯近遠心径

0

0

9

4

4

5

0

0

7

8

5

7

8

5

8

7

0

2

7

9

0

1

6

9

3

5

2

2

6

5

1

4

3

5

7

4

1

8

4

0

6

6

6

0

4

4

2

7

0

2

2

7

師

σ5

㎝

σβ

脳

麗

㏄

αB

σn

㏄

㏄

αβ

脳

脳

麗

αβ

㎝

σ3

αβ

㎝

"

㏄

麗

σ℃

σβ

㎝

騨

一

一

一

一

■

■

一

一

一

一

第1大 臼 歯 トリコ"ニド頬 舌側 径0.536

第1大 臼 歯 タロニト"頬舌側 径 一〇.244

第2大 臼 歯 近 遠 心 径 一〇.304

第2大 臼 歯 トリゴ ニト"頬舌側 径 一〇,177

第2大 臼 歯 タロニド頬 舌側 径0.406

1

1

6

1

4

5

8

1

3

7

9

4

8

4

6

5

5

0

8

4

1

8
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8
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7

7
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7
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表4.台 湾産 ジ ャコウジネズ ミの染色体数.

染色体数(細 胞数)

産地 性別 調査標本数 観察細胞数

3839 40 41

内哺郷

高雄市

台中市

阿里山

雄

雌

雌

雄

雌

雄
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O

十一一=
口 10 396 2 17 378 0



表5.オ リイ ジ ネ ズ ミ とニ ホ ン ジ ネ ズ ミの 比 較.計 量 形 質 で は平 均値,標 本 数 変

異 幅 が 示 さ れ て い る.オ リ イ ジ ネ ズ ミ の 計 測 値 に はKuroda(1924),今 泉

(1961),鈴 木 ・小 原(1977)の デ ー タ を含 む.

形質 オ リイジネズ ミ ニホンジネズミ

頭胴長(mm)

尾長(mm)

尾率(%)

後足長(爪 無,mm)

前足

頭骨最大長(mm)

吻部

上顎歯列長(mm)

単尖歯

上顎大臼歯部幅(mm)

前眼窩孔の位置

脳函部

脳函部幅(mm)

下顎長(mm)

下顎歯列長(mm)

79.3±7.49(N=7)

65.0-90.0

44.4±3.86(N冒6)

41.0-51.0

50.2-65.4

14.7±0.40(N=6)

14.0-15.0

幅 広 で 爪 が 長 い

21.3±0.61(N=5)

20,7-21.9

長 く て 幅 狭

9.5±0.31(N罪7)

9.1-10.0

長 円 形

6。5±0.30(N=7)

6.1-7.0

後 方

円 形

9.7±0」7(N=5)

9.6-10.0

13.7±0。23(N=・5)

13.5-14.0

8.9±0.16(N・=6)

8.6-9.0

70.8±7.61(N=20)

58.0-87.5

49.7±5.17(N=20)

39.0-59.0

59.5-81.0

13.2±0.62(N=20)

12.0-14.3

幅 狭 で 爪 が 短 い

19.5±0.50(N=19)

18.6-20.6

短 く て 幅 広

8.3±0.35(N=20)

7.9-9,1

円 形

5.7±0.20(N=16)

5.5-6.3

前 方

や や 長 円 形

8.9±0.26(N=19)

8.2-9.3

11.8±0.45(N=20)

11.1-12.7

7.5±0.29(N=20)

7.2-8.2
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